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政府の緊急事態宣言全面解除を受けて  山岳スポーツ愛好者の皆様へ

　本日（令和 2 年 5 月 25 日）、政府は新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言の全面解除
を発表しました。国民、そして山岳スポーツ愛好者にとっては待ちに待った宣言解除です。山岳スポー
ツ自粛をお願いしてまいりました山岳四団体として、自粛要請の重要性をご理解いただき、ご協力
くださいました皆様に厚く御礼申し上げます。
　自粛解除後の山岳スポーツ再開にむけて基本的なガイドライン（指針）を下記に示しました。よ
り詳細なガイドラインにつきましては自治体、所属の山岳団体、山岳会等のガイドラインを参考に
してください。ガイドライン遵

じゅん

守
しゅ

は、山岳救助関係者、医療関係者、山域圏内の住民、そして山岳
スポーツ仲間への相互感染を防ぎ、予想される第二次感染症拡大防止に貢献します。
　全面解除を受けてもコロナウイルス感染の危機は常に存在します。
　引き続き皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

記
「自粛」要請解除後の登山・スポーツクライミング活動ガイドライン

感染させない、感染しないために

1．近距離（100km 圏内程度）でできるだけ都道府県を跨
また

がない日帰り登山から始めましょう。

2．体調不良（平熱を超える発熱、悪寒、倦
けんたいかん

怠感、息苦しさ、咳等）での登山は止めましょう。入山
後にコロナ感染発症すると命に関わり、救助隊、収容先地元医療機関に多大の迷惑を及ぼします。

3．登山は、少人数で行いましょう。（パーティーは、当面 5 名以内で）

4．自粛期間中、季節や地震による山容の変化、登山道の荒廃など思わぬ危険が潜んでいます。十分
な登山ルートの下調べと地図、コンパスの持参、登山届けは必ず提出し、家族にも残しましょう。

5．登山中でもマスクを着用しましょう。マスク着用時は、熱中症及び脱水には十分留意し、こまめ
に水分摂取を心がけましょう。

6．登山、クライミングジムでのソーシャルディスタンスを守りましょう。一般的には 2m 前後です
が、登山中の場合は、さらに距離が必要と言われています。また、クライミングジムでは建屋構
造、利用人数等で制限がありますので、ジムの指針に従って行動してください。咥

くわ

えロープ、滑
り止めなどもジムの方針に従ってください。

7．登山山域内での買い物や、下山後の呑み会等も地元住民への感染防止の観点から控えてください。
食材、飲料、緊急食などは出発前に揃えておきましょう。

8．自粛中に衰えた筋力、体幹を鍛えましょう。

　今回の世界的新型コロナウイルス（COVID-19）の蔓
まんえん

延により、社会構造、経済が大きく変化し、
それに対応する新しい生活様式の確立が必要になりました。登山もスポーツクライミングも新しい
視点からの活動指針が必要です。
　山岳四団体でも皆様方のご協力を得ながら、安心で安全な山岳スポーツの再興を目指し努力して
まいります。
　自粛期間中の皆様のご協力に重ねて厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

令和 2 年 5 月 25 日 

山岳四団体
公益社団法人 日本山岳・スポーツクライミング協会

日本勤労者山岳連盟
公益社団法人 日本山岳会

公益社団法人 日本山岳ガイド協会

※ 6 月以降の全国行事の日程など変更されています（本誌 29 ページ参照）



　

梅
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
静
岡
か

ら
労
山
仲
間
４
人
で
憧
れ
の
鳥
海
山
、

月
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
２３
日
５
時
に
出
発
し
、
山
形
、

秋
田
の
観
光
を
入
れ
て
、
１６
時
に
山

形
県
西
浜
キ
ャ
ン
プ
場
に
着
き
ま
し

た
。
遠
出
す
る
と
き
は
観
光
も
プ
ラ

ス
す
る
と
楽
し
い
。
テ
ン
ト
を
張
り
、

地
の
も
の
を
買
い
に
出
か
け
ま
し
た
。

名
物
の
岩
ガ
キ
を
食
べ
て
ゴ
キ
ゲ
ン
。

買
っ
て
き
た
地
魚
料
理
を
夕
食
の
一

品
と
し
ま
し
た
。

　

鳥
海
山
で
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
を

　

初
体
験

　

翌
日
は
３
時
半
に
起
床
し
て
鳥
海

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
で
鉾
立
パ
ー
キ
ン
グ

へ
。
メ
ジ
ャ
ー
な
「
象
潟
口
コ
ー
ス
」

で
登
り
ま
す
。
５
時
半
に
ス
タ
ー
ト

し
、
１０
分
ほ
ど
歩
い
て
展
望
台
へ
。

遠
く
に
見
え
る
白
糸
の
滝
、
そ
の
後

ろ
に
は
薄
っ
す
ら
と
鳥
海
山
が
見
え
、

心
が
躍
る
。
石
段
を
上
っ
て
行
く
と
、

道
の
周
辺
に
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
ハ
ク

サ
ン
チ
ド
リ
な
ど
の
花
が
咲
い
て
い

鳥海山から見る雪形。雲の下に親鳥小鳥が３羽

遠藤春代／静岡勤労者山岳会
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千蛇谷の雪渓

ま
す
。

　

賽
の
河
原
あ
た
り
で
残
雪
帯
が
出

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ガ
ス
ガ
ス

に
な
り
１０
ｍ
先
が
見
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
道
の
左
側
は
谷
で
、
少
し
右
に

ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ー

ス
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

と
に
か
く
落
ち
着
い
て
、
深
呼
吸
! !  

道
を
探
し
、
歩
き
始
め
る
こ
ろ
に
は

少
し
晴
れ
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
体

験
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
は
１５
分
ぐ

ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も

長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

七し

め

か

け

五
三
掛
か
ら
は
雪
の
あ
る
千
蛇

谷
コ
ー
ス
と
私
た
ち
の
登
る
外
輪
山

コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。
雪
形
を
ず
っ

と
見
て
い
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
先
は
長
い
。
外
輪
山
側
の
最

高
峰
七
高
山
に
１０
時
１０
分
到
着
、
新

山
へ
。
新
山
頂
上
と
頂
上
か
ら
少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
岩
峰
は
、
ど

ち
ら
も
素
晴
ら
し
い
眺
望
で
す
！

　

帰
り
は
千
蛇
谷
コ
ー
ス
を
滑
る
よ

う
に
下
っ
て
き
ま
し
た
。
気
持
ち
い

い
。
朝
の
雪
と
違
っ
て
真
っ
白
。
今

朝
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
だ
っ
た
と
こ
ろ

で
地
形
や
赤
旗
等
を
確
認
し
な
が
ら

反
省
し
て
駐
車
場
に
戻
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
羽
黒
山
キ
ャ
ン
プ
場
で

泊
ま
り
、
翌
日
、
さ
あ
月
山
に
出
掛

け
ま
し
ょ
う
。　

　

月
山
で
も
お
花
と

　

残
雪
に
迎
え
ら
れ
る

　

霧
雨
の
た
め
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が

ら
な
い
が
、「
こ
ん
な
天
気
も
雰
囲
気

が
あ
る
よ
ね
」
と
思
い
な
が
ら
、
6

時
に
月
山
８
合
目
の
パ
ー
キ
ン
グ
か

ら
弥
陀
ヶ
原
へ
出
発
。
池ち

塘と
う

が
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
湿
原
に
は
、水
芭
蕉
、

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
高
山
植
物

が
咲
い
て
と
て
も
き
れ

い
で
す
。

　

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
花

が
な
く
な
っ
た
と
思
っ

た
ら
雪
が
出
て
き
ま
し

た
。
ロ
ー
プ
が
張
っ
て

あ
る
残
雪
帯
が
終
わ
る

と
、
シ
オ
ガ
マ
の
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
て
緊
張
が
少
し
解
け
る
。
青
い
空

の
も
と
眼
下
に
山
や
雲
を
見
な
が
ら

歩
く
の
は
気
持
ち
い
い
で
す
。

　

９
合
目
仏
生
池
小
屋
付
近
で
一
休

み
、
残
り
の
行
程
は
半
分
。「
行
者
返

し
」
を
登
り
一
休
み
。
山
頂
に
続
く

木
道
を
気
持
ち
よ
く
行
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
横
風
で
落
ち
そ
う
。
木

道
が
終
わ
る
と
、
最
後
は
や
っ
ぱ
り

雪
道
で
し
た
。
霧
雨
も
降
っ
て
き
て

山
頂
ま
で
が
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

鳥海山頂上付近からの絶景

御浜小屋

鉾立 P

七五三掛

鳥海山

新山

七高山



2018 年 6 月 23 日（土）～ 25 日（月）
6／23　5：00 静岡発＝ 16：00 西浜キャ

ンプ場泊
6／24　5：30 鉾立 P ～ 7：20 御浜小屋

～ 10：10 七高山～ 11：25 新山
～ 15：20 鉾 立 P ＝ 16：50 羽
黒山キャンプ場泊

6／25　6：00 弥陀ヶ原 P ～ 7：50 仏生
池小屋～ 9：00 月山～ 12：00
弥陀ヶ原 P ＝食事、観光等

6／26　0：05 新静岡 IC（深夜割引）
メンバー： CL 原田、望月、堀井、遠藤

月山　山や雲を見ながら残雪帯を歩く

月山　三角点を探してタッチ

　

９
時
ぴ
っ
た
り
に
月
山
神
社
本
宮

に
到
着
で
す
。
黄
色
い
花
と
ウ
ス
ユ

キ
ソ
ウ
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
眺

望
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
頂

上
小
屋
が
ぼ
ん
や
り
見
え
る
だ
け
で

し
た
。
天
気
が
良
か
っ
た
ら
鳥
海
山

の
よ
う
に
絶
景
の
は
ず
で
す
。
三
角

点
を
探
し
て
タ
ッ
チ
し
て
か
ら
下
山
。

い
つ
の
間
に
か
霧
雨
も
上
が
り
、
先

程
通
り
過
ぎ
た
仏
生
池
小
屋
で
ま
っ

た
り
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
で
す
。
昨
日

か
ら
営
業
始
め
た
ば
か
り
で
、
ご
主

人
は
歩
荷
に
出
か
け
て
い
る
と
の
こ

と
。
奥
さ
ま
と
の
楽
し
い
お
話
で
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
経
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
弥
陀
ヶ
原
へ
は
朝
と
違
う

御
田
ヶ
原
参
篭
所
方
面
の
道
を
下
り

登
山
口
に
は
１２
時
ご
ろ
到
着
し
ま
し

た
。

　

時
間
調
整
を
し
て
、
高
速
深
夜
割

引
の
利
く
２６
日
午
前
０
時
過
ぎ
新
静

岡
Ｉ
Ｃ
に
着
き
ま
し
た
。
絶
景
と
と

も
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
も
記
憶
に

残
る
山
行
と
な
り
ま
し
た
。

弥陀ヶ原 P

月山

仏生池小屋
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く
る
滝
は
ど
れ
も
難
し
い
も
の
は
無

く
快
適
に
遡
行
で
き
る
。
水
が
切
れ

て
稜
線
の
鹿
道
（
登
山
道
と
間
違
わ

な
い
よ
う
に
）
を
た
ど
れ
ば
待
望
の

ペ
テ
ガ
リ
岳
で
あ
る
。
下
り
も
長
い

の
で
時
間
配
分
に
気
を
付
け
よ
う
。

　

Ａ
沢
の
隣
の
Ｂ
沢
も
面
白
い
。
滝

が
多
く
て
嫌
に
な
る
ほ
ど
な
の
で
滝

好
き
の
人
に
は
お
勧
め
だ
。

◎
Ｂ
沢
出
合
（
６
ｈ
）
頂
上

　

日
高
の
沢
は
ど
れ
を

と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
遡

行
を
約
束
し
て
く
れ
る
。

中
部
日
高
は
難
度
の
高
い

素
晴
ら
し
い
名
渓
が
多
い

が
北
部
、
南
部
は
ぐ
っ
と

優
し
く
な
り
、
中
級
以
下

の
楽
し
め
る
沢
も
多
く
な

る
。日
高
の
沢
は
イ
ワ
ナ
、

オ
シ
ョ
ロ
コ
マ
が
多
く
釣

り
も
で
き
る
の
で
、
山
中

泊
で
遡
行
す
る
ワ
イ
ル
ド
な
沢
旅
が

楽
し
い
。
こ
こ
で
は
、
日
高
の
名
峰

ペ
テ
ガ
リ
岳
へ
突
き
上
げ
る
ペ
テ
ガ

リ
沢
Ａ
沢
を
紹
介
す
る
。

　

ペ
テ
ガ
リ
沢
は
、「
遥
か
な
る
ペ
テ

ガ
リ
岳
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
中

部
日
高
の
名
峰
ペ
テ
ガ
リ
岳
へ
突
き

上
げ
る
素
晴
ら
し
い
沢
で
あ
る
。
入

渓
地
の
神
威
山
荘
に
前
泊
し
て
山
中

１
泊
で
、
２
日
目
に
頂
上
を
踏
む
。

下
山
は
西
尾
根
の
長
い
夏
道
を
降
る

遥
か
な
る
沢
旅
だ
。

１
日
目
：
神
威
山
荘
を
出
発
、

元
浦
川
林
道
を
経
て
ペ
テ
ガ

リ
橋
か
ら
入
渓
す
る
。
出
だ

し
の
函
は
地
形
図
で
見
る
ほ

ど
険
悪
な
函
で
は
な
い
。
Ｂ
沢

の
出
合
付
近
で
Ｃ
１
と
す
る
。

◎
神
威
山
荘
～
元
浦
川
林
道
（
４

ｈ
）
ペ
テ
ガ
リ
橋
（
６
ｈ
）
Ｂ
沢

出
合
Ｃ
１

２
日
目
：
い
よ
い
よ
核
心
の

Ａ
沢
遡
行
だ
。
次
々
に
出
て

殿平厚彦
札幌中央勤労者山岳会／道央

「山と谷作成会議」代表

日高山脈の

名渓
!!（中級）

ペ
テ
ガ
リ
沢
A
沢
　

第 2 回

500

700

45
0

600

750

700

600

850

950

750

700

900

1000

650

1000

1100

900

750

700

1000

1000

700

1150

1450

1250

1050

900

1450

1250

1050

1000

1150

1200

850

900

650

110
0

950

85
0

950

950

900

1300

1100

1450

1400

55
0

80
0

700

800

950

1250

1400

700

700

1500

650

1050

950

1500
850

1150

1050

1050

1250

15
00

14
00

1250

1150

1250

1350

1300

1350

1400

1500

11
00

1200

800

850

700

1100

700

1000

700

950

700

13
00

10
50

650

600

1100

1050

600

550

950

80
0

800

500

950

650

1735.8

1307.3
1519

1600

1727.0

ペテカリ
山荘

Cカール

南東面
直登沢

本
流

北
面
直
登
沢

右
股
沢

B カール

Aカール

ペテガリ沢

ペテガリ西沢

支六の沢

中の川

A
B

C 沢
沢

沢

サ
ッ
シ
ビ
チ
ャ
リ
沢

キムクシュベツ沢

ベッピリガイ山
中ノ岳

ル
ベ
ツ
ネ
山

ペテガリ岳

1599 峰

西尾根コース

東尾根コース

下二股

上二股

早
大
尾
根

どの滝もきれいで登りやすい

きれいな沢を遡行する
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林
道
終
点
ま
で
車
で
入
り
出
発
す
る
。
沢

筋
の
登
山
道
を
歩
き
、尾
根
に
取
り
付
く
。

急
な
登
り
を
ヌ
カ
ビ
ラ
岳
へ
、
少
し
歩
い

て
北
戸
蔦
別
岳
に
着
く
。
目
の
前
が
鋭
い

戸
蔦
別
岳
で
そ
の
先
に
主
峰
幌
尻
岳
が
眼

前
に
迫
る
。
戸
蔦
別
岳
を
越
え
る
と
左
下

に
七
つ
沼
カ
ー
ル
が
見
え
、
明
瞭
な
ト
レ

イ
ル
が
カ
ー
ル
底
ま
で
付
い
て
い
る
。
一

日
目
は
カ
ー
ル
の
底
で
夢
を
結
ぼ
う
。

◎
取
水
ダ
ム
（
５
ｈ
）
北
戸
蔦
別
（
１
・
５
ｈ
）

戸
蔦
別
岳
（
０
・
５
ｈ
）
七
つ
沼
カ
ー
ル

２
日
目
：
荷
物
を
稜
線
に
置
い
て
幌
尻
岳

を
往
復
す
る
。
今
日
は
帰
る
だ
け
な
の
で

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

北
戸
蔦
別
岳
へ
登
れ
ば
幌
尻
岳
は
指
呼
の

距
離
な
の
だ
。
し
か
も
日
高
山
脈
で
も
っ

と
も
有
名
で
素
敵
な
「
七
つ
沼
カ
ー
ル
」

に
宿
泊
で
き
る
。
七
つ
沼
カ
ー
ル
は
北
海

道
の
登
山
者
な
ら
一
度
は
泊
ま
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
ほ
ど
だ
が
、
一
般
コ
ー

ス
か
ら
で
は
こ
こ
に
泊
ま
る
プ
ラ
ン
に
は

な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
こ
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

１
日
目
：
「
北
戸
蔦
別
岳
の
千
呂
露
川
二

岐
沢
二
ノ
沢
コ
ー
ス
」を
登
る
コ
ー
ス
だ
。

前
泊
を
す
る
が
、ど
こ
に
で
も
泊
ま
れ
る
。

　

幌
尻
岳
は
日
高
山
脈
最
高
峰
で
あ
り
、

１
０
０
名
山
で
有
名
だ
が
、
ガ
イ
ド
登
山

で
利
用
す
る
登
山
路
が
沢
を
（
額
平
川
）

使
う
の
で
事
故
も
多
い
。
こ
こ
で
は
地
元

登
山
者
が
比
較
的
多
く
使
う
別
の
コ
ー
ス

を
紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
コ
ー
ス
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
は
、
隣
の
北
戸
蔦
別
へ
登
る
コ
ー
ス

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
。

◎
七
つ
沼
カ
ー
ル
（
２
ｈ
）
幌
尻
岳

夏尾根

日
高
山
脈
の
最
高
峰

幌
尻
岳
　

1300

11
50

900

1300

1200

1050

12
00

1300

1400

125
0

130
0

13
50

1050

11
00

11
50

12
50

1550

1750

14
50

12
50

1400

75
0

100
0

1150

1800

1700

1400

950

19
00

17
50

1550

800

1300

1600

10
50

1300

145
0

1500

1300

900

11
50

850

1050

110
0

1400

1350

14
50

1600

1200

1100

1100

1150

14
50

12
50

110
0 950

11
50

13
00

13
50

14
50

1100

1000

1050

1250

950

11
00

1100

12
00

1600

1300

1250

1550

155
0

160
0

17
00

17
00

1600

1450

1250

1450

15
00

1450

1000

950

125
0

1350

115
0

1300

11
50

1300

1050

12
00

12
50

1550

1750

12
50

75
0

1800

950

19
00

800 850

1100

14
50

1000

1050

950

12
00

1300

1550

17
00

1450
1450

125
0

1959
1803

1856

2052.4

1437.8

1755.8

19121807.8

1916.2

幌尻山荘

ポロシリ山荘

四
ノ
沢

五
ノ
沢

幌
尻
沢

六ノ
沢

幌
尻
右
沢

七ッ沼カール

北カール

Aカール
Bカール

Cカール

北戸蔦別
カール

十ノ沢
カール

東カール

八
ノ
沢

九
ノ
沢

二
ノ
沢

三
ノ
沢

四
ノ
沢

十ノ沢
七
ノ
沢

千呂露
川二岐

沢

額平川

ブイラル
ベツ川

新
冠
川 エサオ

マン入
の沢

戸蔦別川

幌尻湖

1967 峰

幌尻岳

戸蔦別岳

二股山

神威岳
（カムイ岳）

北戸蔦別岳ヌカビラ岳

ピパイロ岳

八ノ沢左岸尾根

新
冠
川
コ
ー
ス

額
平
川
コ
ー
ス

六ノ沢コ
ース

二ノ沢コース

ヌカビラ岳から見る戸蔦別岳

七つ沼カールは一度は泊まってみたい別天地だ
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ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
再
挑
戦
2

21
年
ぶ
り
の
メ
ラ
ピ
ー
ク

　
　

１０
月
２７
日
、
カ
ト
マ

ン
ズ
を
発
つ
。
幸
い
数

少
な
い
直
航
便
で
ル
ク

ラ
へ
飛
べ
た
が
、
到
着

は
午
後
に
な
っ
た
。
新
た
に
ポ
ー
タ
ー

2
人
を
雇
用
し
、
総
勢
5
人
で
出
発
。

初
日
の
宿
チ
ュ
テ
ン
ガ
で
は
長
野
の
横

沢
邦
子
さ
ん
、
北
村
陽
子
さ
ん
ペ
ア
と

出
会
い
、
以
後
カ
ー
レ
ま
で
ほ
ぼ
行
程

を
同
じ
く
し
な
が
ら
進
む
こ
と
と
な
っ

た
。

　

事
前
調
査
で
は
こ
の
先
は
分
水
山

脈
上
の
ザ
ト
ル
ワ
ラ
峠
を
越
え
た
先
、

チ
ャ
ト
ラ
ブ
ま
で
宿
が
な
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
実
は
途
中
に
宿
泊
所

が
出
来
て
い
る
と
知
り
、
安
堵
す
る
。

　

２８
日
、
樹
林
帯
を
脱
し
、
広
大
な

ク
ー
ン
ブ
（
エ
ベ
レ
ス
ト
）
山
群
の
水

を
一
手
に
集
め
て
流
下
す
る
ド
ゥ
ー

ド
ゥ
コ
シ
谷
を
背
後
に
見
下
ろ
し
な

が
ら
登
る
と
、
や
や
行
程
は
短
い
が

カ
ル
カ
テ
ン
に
着
く
。
ご
く
近
年
に

営
業
を
始
め
た
よ
う
で
、
今
は
ま
だ

大
部
屋
と
食
堂
が
あ
る
の
み
。
我
々

は
個
室
希
望
客
が
あ
る
時
に
設
営
さ

れ
る
テ
ン
ト
で
快
適
に
眠
っ
た
。

　

２９
日
、
後
方
に
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
山

群
を
望
み
な
が
ら
支
稜
上
の
ザ
ト
ル

ワ
ラ
前
峠
を
越
え
て
裏
側
の
岩
礫
斜

面
を
斜
上
横
断
。

　

主
脈
上
の
本
峠
を
越
え
る
と
イ
ン

ク
コ
ー
ラ
谷
側
へ
の
下
り
と
な
る
。

　

下
り
着
い
た
チ
ャ
ト

ラ
ブ
は
２１
年
前
に
は
小

さ
な
営
業
小
屋
が
１
軒

だ
け
あ
っ
た
が
、
今
は

立
派
な
ロ
ッ
ジ
が
何
軒

も
建
っ
て
い
た
。

　

３０
日
、
イ
ン
ク
コ
ー

ラ
の
谷
底
へ
の
下
降
開

始
。
支
尾
根
を
回
り
込

む
と
初
め
て
メ
ラ
山
群

が
望
見
で
き
る
。

　

石
楠
花
林
の
途
中
の

一
軒
宿
タ
ク
ト
ル
で
昼

食
。
さ
ら
に
川
沿
い
ま

で
下
り
切
っ
た
後
、
西

岸
沿
い
に
遡
る
。

　

到
着
し
た
コ
テ
は
２１

年
前
に
は
軽
食
を
出
す

程
度
の
簡
易
な
造
り
の

茶
店
が
あ
っ
た
だ
け
だ

が
、
今
は
ロ
ッ
ジ
が
立

ち
並
び
、
そ
の
一
つ
に
宿
泊
。

　

３１
日
、
休
養
日
、
コ
テ
に
滞
在
。

　

１１
月
１
日
、
行
動
再
開
。
引
き
続

き
川
沿
い
に
北
上
。
サ
ウ
レ
で
昼
食

後
、
樹
林
帯
を
脱
し
た
谷
筋
を
遡
上

し
、
谷
が
大
き
く
開
け
た
今
宵
の
宿

泊
地
、
タ
ン
ナ
グ
に
到
着
。
こ
こ
も

何
軒
も
の
山
小
屋
が
営
ま
れ
て
い
る

が
、
２１
年
前
は
無
人
の
作
業
小
屋
が

い
く
つ
か
あ
る
の
み
だ
っ
た
。

　

谷
は
こ
こ
で
三
分
し
、
左
は
峻
峰

ク
ス
ム
カ
ン
グ
ル
方
面
へ
、
正
面
は

ザトルワラ前峠（4500 ｍ）にて長野のザトルワラ前峠（4500 ｍ）にて長野の
女性ペア（左側）と女性ペア（左側）と

（中）

ルクラ

エベレスト
アマダブラム
方面

ザトルワラ

チャトラブ

タンナグ
クスムカングル

ゴンゴングラ

ドゥードゥ・クンド

サバイ・ツォ
カーレ

西峰
メラ・ピーク

イ
ン
ク・コ
ー
ラ

タクトル

2840

4600

4200

4350
6370

5813

4900

中央峰 6461

ハイキャンプ
5800

北峰

チュテンガ

3500

カルカテン
4000

サウレ

コテ
3750

ディグカルカ

メララ
5415

メラ・ピーク アプローチ図



ど
な
か
っ
た
カ
ー
レ
に
到
着
。
今
は

大
き
な
ロ
ッ
ジ
が
立
ち
並
ぶ
こ
こ
が

Ｂ
Ｃ
地
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
は
4
日

目
が
や
や
長
丁
場
に
な
る
以
外
は
毎

日
比
較
的
短
め
の
行
程
で
あ
っ
た
。

　

我
々
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
・
ホ

テ
ル
に
投
宿
。
ツ
イ
ン
と
シ
ン
グ
ル

各
１０
室
ほ
ど
と
大

食
堂
を
備
え
、
安

く
泊
ま
り
た
い
人

向
け
に
は
ロ
ッ
ジ

が
管
理
す
る
テ
ン

鋭
鋒
キ
ャ
シ
ャ
ー
ル
方
面
へ
、
そ
し

て
右
折
す
る
の
が
メ
ラ
ピ
ー
ク
の
北

面
方
向
へ
の
デ
ィ
ク
コ
ー
ラ
だ
。

　

２
日
、
広
く
な
っ
た
浅
い
Ｕ
字
谷

の
デ
ィ
ク
川
沿
い
に
遡
る
。

　

途
中
の
デ
ィ
ク
カ
ル
カ
で
昼
食
後
、

前
に
来
た
時
に
は
全
く
宿
泊
施
設
な

ト
も
利
用
で
き
る
ほ
か
、
各
種
高
所

登
山
装
備
や
防
寒
衣
服
も
レ
ン
タ
ル

出
来
る
の
で
、
メ
ラ
の
登
山
許
可
を

取
っ
た
う
え
で
、
こ
こ
ま
で
は
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
仕
様
で
来
て
し
ま
う
こ
と
も

可
能
だ
。

　

ち
な
み
に
こ
の
宿
の
オ
ー
ナ
ー
、
カ

ミ
・
シ
ェ
ル
パ
氏
は
、
私
が
隊
長
を

務
め
た
０６
年
の
日
ネ
修
好
５０
周
年
記

念
登
山
時
の
ネ
パ
ー
ル
側
登
攀
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
ダ
ゴ
ン
ブ
氏
（
数
年

前
に
肺
が
ん
で
死
去
。
愛
煙
家
だ
っ

た
）
の
長
弟

で
、
ダ
ゴ
ン

ブ
氏
の
思
い

出
話
を
語
り

合
っ
た
。

　

い
よ
い
よ

高
所
領
域
に

入
る
の
で
、

我
々
は
小
刻

み
に
休
養
日

を
入
れ
る
計

画
で
、
明
日

は
休
む
こ
と

に
し
た
。

　

４
日
、
高

度
順
応
日
。
カ
ー
レ
を
出
発
し
、
草

付
き
と
巨
岩
帯
を
斜
上
。

　

５
２
０
０
ｍ
辺
り
で
多
数
の
テ
ン

ト
が
張
ら
れ
た
開
け
た
場
所
に
出
る
。

よ
り
上
部
に
Ｂ
Ｃ
を
置
き
た
い
顧
客

向
け
に
供
用
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ

も
カ
ミ
氏
の
管
理
だ
と
い
う
。
氏
は

５
８
０
０
ｍ
地
点
に
も
ハ
イ
キ
ャ
ン

プ
（
Ｈ
Ｃ
）
の
テ
ン
ト
群
を
カ
ー
レ

の
宿
主
た
ち
と
共
同
運
営
し
て
お
り
、

な
か
な
か
の
商
才
の
持
ち
主
だ
。

　

こ
の
先
し
ば
し
で
、
行
く
手
は
氷

雪
斜
面
と
な
る
。
ア
イ
ゼ
ン
を
着
け

て
斜
面
を
た
ど
り
、
広
い
尾
根
上
の

メ
ラ
・
ラ
（
峠
）
に
出
る
。
９８
年
は

こ
こ
に
Ｈ
Ｃ
を
置
い
て
頂
上
を
往
復

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
峠
を
越

え
て
ホ
ン
グ
コ
ー
ラ
に
下
り
、
遡
れ

ば
バ
ル
ン
ツ
ェ
Ｂ
Ｃ
方
面
に
至
る
。

　

広
い
雪
の
尾
根
筋
を
５
６
０
０
ｍ

付
近
ま
で
登
る
と
、
長
野
ぺ
ア
が
や
っ

て
来
た
。
元
気
な
彼
女
ら
は
Ｈ
Ｃ
を

目
指
し
、
明
日
山
頂
ア
タ
ッ
ク
と
の

こ
と
で
健
闘
を
祈
り
合
っ
て
上
下
に

別
れ
、
我
々
は
カ
ー
レ
に
引
き
返
す
。

　

５
日
は
再
び
休
み
、
翌
日
か
ら
の

登
頂
活
動
に
備
え
る
。

ディクカルカから仰ぐキャシャール（左）

タンナグ付近から仰ぐクスムカングル
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こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
現
在（
５

月
９
日
）、
少
し
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
て

は
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
全
国
緊
急
事
態
宣
言
は
維
持
さ
れ

た
ま
ま
だ
。
私
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
あ
る
十
二
湖
エ
リ
ア
も
４
月
下
旬
か

ら
５
月
１１
日
ま
で
道
路
封
鎖
さ
れ
、
例

年
で
あ
れ
ば
、
新
緑
を
楽
し
む
旅
行
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
は
ず
が
、
人
の
声
一

つ
な
い
静
か
な
春
が
進
ん
で
い
る
。
動

物
た
ち
は
人
間
に
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
せ
っ
せ
と
繁
殖
期
を
過
ご
せ
て
い

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
い
く
ら
静
か
な
森

は
い
い
と
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
白

神
山
地
一
番
の
人
気
観
光
地
に
人
が
い

な
い
の
は
や
は
り
異
常
で
あ
る
。 

こ
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
７
月
ま
で
に
は
１

０
０
％
と
は
言
わ
な
い
が
、
限
り
な
く

終
息
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

そ
し
て
今
回
で
あ
る
が
、
実
は
い
つ

も
以
上
に
写
真
選
び
に
苦
心

し
た
。
皆
さ
ん
を
少
し
で
も

元
気
付
け
ら
れ
る
内
容
を
と
生
意
気
に

も
考
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
。
で
も
、
私

に
そ
の
よ
う
な
力
な
ど
あ
る
は
ず
も
な

い
。
考
え
た
末
、
一
番
好
き
な
被
写
体

に
思
い
を
託
す
こ
と
に
し
た
。

　

そ
も
そ
も
私
が
愛
す
る
の
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
こ
こ
に
在
る
ブ
ナ
の
森

と
、
こ
こ
に
生
き
る
す
べ
て
の
動
植
物

た
ち
だ
。
今
と
な
っ
て
は
日
本
中
か
ら

姿
を
消
し
て
い
る
命
が
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
残
っ
て
い
る
奇
跡
。「
あ
る
べ
き

物
が
あ
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
森
な
の
だ
。
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
私
を
惹ひ

き
つ
け
る
存
在
が
本
連
載

二
度
目
登
場
の
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
だ
。

何
処
か
ら
と
も
な
く
響
く
美
し
い
声
と
、

想
像
を
超
え
る
赤
の
衝
撃
。
今
年
も
元

通
り
の
十
二
湖
で
再
会
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

│第 35 回│

白神の赤い鳥
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C O N T E N T S

　

表
紙
の
木
版
画　

杉
山
修

　
「
富
士
遙
か
」

　

穂
高
連
峰
、
涸
沢
岳
か
ら
穂
高
岳
山
荘
に
向
か
っ
て
降
り
て
ゆ
く
と
、

　

前
穂
高
岳
北
尾
根
の
肩
の
遙
か
奥
に
霊
峰
富
士
が
望
め
る
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
富
士
は
特
別
の
山
で
あ
る
。

　

各
地
の
山
か
ら
富
士
が
望
ま
れ
る
が
、

　

こ
の
山
を
写
す
こ
と
、
描
く
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
る
。

　

富
士
は
特
別
な
山
で
あ
る
。

遠藤春代

殿平厚彦

近藤和美

原田勇成

今野善伸

石川昌

北島英明

大蔵喜福

塩田幸助

野尻英一

武井真理

村松孝一

松永秀和

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

和食昭夫

石原裕一郎

　笹原芳樹

01　東北・鳥海山、月山  憧れの 2 山を歩く
04　連載　北海道の山と谷
06　連載　NO LIMIT　限りなき山行
08　連載　白神便り
10　ふみあと

11　沢登り重大事故に関する座談会②
      あなたは水没した仲間を救えますか？ 

16　沢登り中の事故統計 

18　連載　無くしたい行方不明・死亡事故シリーズ

20　連載　アドベンチャー・トラベル

22　連載　労山創立 60 周年に寄せて

24　読者アンケート結果集計 ②

26　連載　山登りのための やさしい気象講座

28　連載　子づれ山さんぽ

29　全国連盟の活動

30　専門委員会活動報告

32　マンガ　フゥフゥハァハァ

33　連載　中国の青いケシ探訪記
34　連載   地図読み迷人

36　ギリシャ・ヴィコス渓谷　石橋を巡りザゴリの森をハイキング

38　連載   ネパール温泉紀行
39　筑井孝子のちょっと絵をうまく描こう ／ あらかると  石井光造

40　連載  オススメ山道具  コロナ時代の山登り
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21世紀の登山文化を考える
　

20
世
紀
の
登
山
文
化

　

文
化
と
は
、
人
間
の
生
活
の
営

み
に
か
か
わ
る
様
式
、
物
心
両
面

の
成
果
と
い
え
る
。
登
山
文
化
は

日
本
文
化
や
企
業
文
化
な
ど
と
同

じ
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
。
登

山
文
化
と
な
る
と
、
地
理
学
的
な

山
、
山
と
暮
ら
し
、
歴
史
、
山
岳

宗
教
、
山
を
舞
台
に
紡
ぎ
だ
さ
れ

る
詩
歌
な
ど
の
文
学
、
写
真
・
絵

画
な
ど
の
芸
術
が
思
い
浮
か
ぶ
。

そ
し
て
、
広
範
な
登
山
活
動
で
あ

る
。
一
言
で
い
う
と
、
山
岳
の
自

然
と
山
が
も
つ
多
義
性
と
が
織
り

な
す
文
化
的
紋
様
で
あ
る
。
労
山

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、「
運
動
論
」
と

い
う
バ
イ
ア
ス
が
加
わ
っ
て
「
登

山
の
大
衆
化
＝
権
利
と
し
て
の
登

山
」「
登
山
の
多
様
な
発
展
」
が

形
成
さ
れ
た
。

　

21
世
紀
の
登
山
文
化
の
視
点

　

さ
て
、21
世
紀
の
登
山
文
化
は
、

20
世
紀
の
登
山
文
化
の
上
に
新
た

な
視
点
が
加
わ
る
。
一
つ
は
、
趣

意
書
に
あ
る
「
健
康
は
基
本
的
人

権
」
と
し
て
の
登
山
は
ま
す
ま
す

重
み
を
増
し
て
く
る
。二
つ
目
は
、

「
I
T
技
術
と
登
山
」
の
発
達
で

あ
る
。
計
画
書
の
作
成
か
ら
提
出

ま
で
、
入
下
山
の
山
行
管
理
、
山

行
中
の
位
置
測
定
、
あ
れ
ば
便
利

な
モ
ノ
か
ら
必・
・
・
需
品
に
な
っ
て
く

る
。
遭
難
救
助
も
コ
コ
ヘ
リ
は
お

ろ
か
ド
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
が
進
む
。勿
論
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
は
落
と
し
穴
が
あ
り
、
I
T
山

岳
遭
難
の
対
策
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。
三
つ
目
は
、「
登
山
の
捉

え
方
」
が
変
わ
る
だ
ろ
う
。
登
山

を
や
る
の
に
理
屈
が
必
要
？　

“
面
白
そ
う
だ
か
ら
”“
楽
し
そ
う

だ
か
ら
”
が
新
人
類
だ
。
誤
解
を

恐
れ
ず
い
う
と
、
登
山
の
ル
ー
ル

を
知
っ
て
い
る
人
よ
り
、
登
山
が

好
き
な
人
よ
り
、
登
山
を
楽
し
ん

で
い
る
人
が
一
番
だ
と
い
う
こ

と
。
孔
子
（
注
1
） 

も
ホ
イ
ジ
ン

ガ
ー
（
注
2
）
も
そ
の
通
り
だ
と
。

 

（
注
1
）
知
之
者
不
如
好
之
者
、
好
之
者
不
如

楽
之
者 

（
こ
れ
を
知
る
人
は
、
こ
れ

を
好
き
な
人
に
は
及
ば
な
い
。 

こ
れ

を
好
き
な
人
も
、
こ
れ
を
楽
し
む
人

に
は
及
ば
な
い
。）

 

（
注
2
）  「
文
化
こ
そ
遊
び
か
ら
生
ま
れ
る
」
と

主
張
。
言
い
換
え
る
と
、
遊
び
に
よ

り
人
間
行
動
、
人
間
文
化
の
す
べ
て

を
説
明
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
人

間
は
子
供
の
う
ち
は
楽
し
み
の
た
め

に
遊
び
、
真
面
目
な
人
生
の
な
か
に

立
て
ば
、
休
養
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
遊
ぶ
。

（今野善伸／日本勤労者山岳連盟 副理事長）

出　席：吉谷隆男（兵庫県連盟 理事長）
　　　　戸田祐一（アルペン芦山／兵庫　山行部副部長・事故調査委員）
　　　　柳下修（東京都連盟 安全対策委員長）
　　　　館野健司（銀座山の会／東京　リーダー部長）
　　　　長野弘志（銀座山の会／東京 リーダー部安全対策係）
　　　　臼井邦徳（全国連盟 遭対部員　※座談会時は遭対部長）
　　　　石川昌（全国連盟 遭対部長）
司　会：田上千俊（登山時報 編集委員）
開催日：2020 年 2 月 16 日
会　場：全国連盟事務所 1 階会議室
主　催：全国連盟、主管：全国遭対部・登山時報編集部

5 月号ふみあとに誤りがありましたのでお詫びして訂正します。
2 段目 6 ～ 7 行目
誤）石田良恵さん（日本ウェルネススポーツ大学講師）
正）石田良恵さん（日本ウェルネススポーツ大学教授）
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ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
は
？

危
険
を
予
見
で
き
な
い
沢
？

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
？

出　席：吉谷隆男（兵庫県連盟 理事長）
　　　　戸田祐一（アルペン芦山／兵庫　山行部副部長・事故調査委員）
　　　　柳下修（東京都連盟 安全対策委員長）
　　　　館野健司（銀座山の会／東京　リーダー部長）
　　　　長野弘志（銀座山の会／東京 リーダー部安全対策係）
　　　　臼井邦徳（全国連盟 遭対部員　※座談会時は遭対部長）
　　　　石川昌（全国連盟 遭対部長）
司　会：田上千俊（登山時報 編集委員）
開催日：2020 年 2 月 16 日
会　場：全国連盟事務所 1 階会議室
主　催：全国連盟、主管：全国遭対部・登山時報編集部

　

事
故
発
生
の
場
合
、

　

可
能
な
範
囲
で
救
助
活
動
を
！

─
途
中
、
司
会
か
ら
埼
玉
県
連
盟
沢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
八
ヶ
岳
・
立
場
川

事
故
（
注
６
）
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ

の
事
故
で
は
、
事
故
者
は
１
日
半
余
り

生
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時

の
救
助
活
動
に
つ
い
て
、（
長
野
）
６

㎜
×
５０
ｍ
ロ
ー
プ
で
は
懸
垂
下
降
で

き
て
も
、
事
故
者
の
引
き
上
げ
は
で

き
な
い
。（
石
川
）支
点
が
取
れ
な
か
っ

た
？　

ハ
ン
マ
ー
・
ハ
ー
ケ
ン
持
参

は
当
た
り
前
。（
吉
谷
）
生
存
者
た
ち

は
救
助
活
動
を
し
て
い
な
い
。
事
故

現
場
を
離
れ
て
し
ま
い
事
故
現
場
が

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
等
、
批
判

が
集
中
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
大
常

木
谷
事
故
の
話
題
に
戻
っ
た
。
─

長
野　
（
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
大
常
木

谷
事
故
現
場
・
山
女
魚
渕
の
解
説
を

し
な
が
ら
）
手
前
の
釜
か
ら
奥
の
滝

ま
で
２０
ｍ
く
ら
い
、
途
中
ま
で
水
深

は
１
５
０
㎝
く
ら
い
、
事
故
検
証
時

に
は
あ
え
て
泳
い
で
い
ま
す
が
、
足

は
つ
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は

釜
を
突
破
し
て
滝
ま
で
泳
ぐ
と
書
い

て
あ
り
ま
す
が
。
通
常
は
ロ
ー
プ
を

着
け
て
ラ
ス
ト
を
引
っ
張
れ
ば
通
過

で
き
る
渕
で
す
ね
。

注 6：立場川事故：2017 年 8 月 12 日午後 4 時
頃、長野県八ヶ岳山系の立場川、標高約
2300m で発生した。遡行中の埼玉県連盟
沢登りネットワークの 3 名パーティのう
ち、66 歳男性がアイゼンを装着して岩
場を通過中、バランスを崩して約 50m
転落。翌々日の 8 時頃、県警ヘリで救助
されるが、死亡が確認された。事故者は
沢を始めて 1 年目で、それまで 2 回しか
沢の経験のない初心者だった。さらに、
死因は低体温症。遭難翌日の夜半まで生
存していたと思われ、同行者の事故発生
場所の錯誤や地図の見間違いなどで県警
救助隊との連携が遅れたとの見方もあ
る。

大常木谷事故の現場・山女魚渕

前
号
か
ら
続
く
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釜
の
還
流
渦
で

　

引
き
上
げ
ら
れ
な
い

司
会　

事
故
の
検
証
で
は
、
釜
の
還

流
渦
な
ど
の
調
査
で
フ
ロ
ー
ト
な
ど

を
使
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

長
野　

救
助
者
が
事
故
者
を
ロ
ー
プ

で
引
き
上
げ
る
テ
ス
ト
を
し
た
ん
で

す
が
、
一
人
で
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

吉
谷　

ロ
ー
プ
を
ゆ
る
め
た
ら
、
下

流
へ
流
れ
ま
せ
ん
か
？

長
野　

昨
年
の
検
証
で
、
泡
立
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
水
流
が
回
っ
て
お
り
、

流
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｔ
は
Ｒ
を
引

き
上
げ
ら
れ
な
い
の
で
飛
び
込
ま
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

戸
田　

Ｔ
は
、
ロ
ー
プ
で
Ｒ
を
引
き

上
げ
ら
れ
な
い
と
な
っ
て
、
ロ
ー
プ

を
流
し
た
ん
で
す
か
？

長
野　

流
し
た
か
否
か
は
確
認
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
我
々
の
検
証
で
は
、

流
し
て
も
流
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

司
会　

還
流
渦
で
グ
ル
グ
ル
回
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
か
ね
。

館
野　

も
う
一
人
下
流
に
お
れ
ば
、

引
っ
張
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

長
野　

昨
年
１１
月
の
都
連
盟
遭
難
対

策
研
究
会
（
都
遭
対
研
）
で
も
論
議

さ
れ
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
数
に

関
係
な
く
、
ラ
ス
ト
が
溺
れ
れ
ば
、

事
態
は
同
じ
で
す
。

　

ラ
ス
ト
の
泳
ぎ
は

　
「
ザ
ッ
ク
ピ
ス
ト
ン
方
式
」
で

館
野　

ラ
ス
ト
が
溺
れ
な
い
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
い
ろ
い
ろ

検
討
し
ま
し
た
。
体
で
は
な
く
、
ザ
ッ

ク
に
ロ
ー
プ
を
着
け
て
、
そ
れ
に
乗
っ

か
っ
て
引
っ
張
っ
て
も
ら
う
「
ザ
ッ
ク

ピ
ス
ト
ン
方
式
」（
図
参
照
）
な
ら
突

破
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま

す
ね
。
事
故
当
日
は
、
９０
㎜
程
度
の

降
雨
で
増
水
し
て
い
ま
し
た
。
Ｒ
は
、

Ｔ
が
出
し
た
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
ら
れ

て
い
る
途
中
に
水
を
飲
ん
で
溺
れ
た

可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
低
体

温
症
を
発
症
し
て
い
た
と
い
う
可
能

性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

司
会　

Ｒ
は
水
中
に
長
く
い
た
と
い

う
事
で
す
ね
。
古
礼
沢
事
故
か
ら
１０

年
経
ち
ま
す
が
、
私
は
こ
の
事
故
と

似
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
臼
井
さ
ん
、

奈良県 十津川・芦
あ し

廼
の

瀬
せ

川
が わ

事故
　2018 年 9 月 17 日、53 歳 男 性 H（CL　 沢 歴 13 回 ほ

ど）、66 歳男性 K（SL　ベテラン）、42 歳女性 M（入会

して 1 か月、沢歴 2 回）のパーティが、午前 8 時頃入渓。

9 時まで、七
ななたい

泰の滝上部のゴーロ帯の曲がりくねった沢

の上部まで遡行する。この間 2 回ロープを出す。前方

に 15m の槙滝が現れた時点で、H から「水量も多く下

降も大変だから遡行を中止しよう」との判断があり、9

時頃、H、M、K の順番で下降を開始する。途中、K がトッ

プとなる。七泰の滝手前で、K が大岩に沿って水中をト

ラバースした時、足を取られそうになり、後続の M に

危険を告知した。すぐ後に振り向いた時、M が吸い込

まれたのが見えた。K と H が付近を捜すが M は見つか

らず、大岩まで戻る時に H 自身も吸い込まれる。

　翌 18 日、H の遺体が確認され、19 日に搬出された。

M は事故の 3 か月後、下流ダムで発見された。

A：二人が吸い込まれた穴
D：30cm ほどの段差
グレーは水面や水の流れを示す

←新宮市

十津川 国道 168 号

十津川
中心地

大野川

事故現場七泰ダム七泰ダム

国道 425 号線国道 425 号線

↑

芦
廼
瀬
川

七
泰
の
滝

（再掲）
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い
か
が
で
す
か
。

臼
井　

か
な
り
似
て
い
ま
す
ね
。
古

礼
沢
事
故
の
報
告
書
が
も
っ
と
各
会

で
共
有
さ
れ
て
お
れ
ば
、
今
回
の
大

常
木
谷
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

館
野　

前
回
の
遡
行
で
は
、
山
女
魚

渕
の
右
岸
を
高
巻
き
（
注
７
）
３
時

間
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
の
で
、
一
晩
ビ

バ
ー
ク
し
て
い
ま
す
ね
。
Ｒ
は
１
５
５

㎝
く
ら
い
の
小
柄
、
こ
こ
数
年
厳
し

れ
に
数
名
の
一
般
会
員
が
参
加
す
る

と
い
う
状
況
。

司
会　

死
亡
し
た
Ｍ
は
そ
の
数
名
の

一
人
と
い
う
事
で
す
ね
。

戸
田　

そ
う
で
す
。
Ｍ
さ
ん
は
入
会
後

１
カ
月
の
初
心
者
で
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
会
員
は
沢
は
や
り
ま
せ
ん
。
事

故
の
教
訓
と
し
て
は
一
般
的
な
安
全

管
理
な
ど
の
問
題
点
は
会
の
運
営
に

反
映
し
ま
し
た
が
、
狭
い
意
味
で
の

沢
固
有
の
問
題
の
教
訓
と
、
そ
れ
に

基
づ
く
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
沢

グ
ル
ー
プ
が
休
部
状
態
で
あ
る
の
で

未
解
決
で
す
。
具
体
的
な
対
策
案
が

出
て
く
る
ま
で
は
、
会
と
し
て
は
「
沢

は
や
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

初
心
者
同
行
の
場
合
、

　

パ
ー
テ
ィ
の
総
合
力
で
フ
ォ
ロ
ー
を

司
会　

初
心
者
を
沢
に
連
れ
て
行
く

と
き
…
、
館
野
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

館
野　

確
実
に
上
流
か
ら
確
保
で
き

て
、
水
量
の
少
な
い
、
滝
中
心
の
沢

な
ら
、
か
な
り
安
全
に
遡
行
で
き
ま

す
ね
。
た
だ
し
、
横
移
動
の
多
い
沢
、

い
山
行
は
や
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

沢
も
１
シ
ー
ズ
ン
２
本
く
ら
い
。

司
会　

１
シ
ー
ズ
ン
１０
本
以
上
は
入

渓
し
な
け
れ
ば
技
術
が
落
ち
る
と
言

わ
れ
て
い
る
沢
登
り
で
す
が
…
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
を
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
初
心
者
を
含
ん
だ
パ
ー

テ
ィ
の
「
遡
行
ス
タ
イ
ル
」
の
安
全

を
担
保
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

吉
谷　

沢
の
特
徴
に
よ
っ
て
も
違
い

ま
す
ね
。
滝
も
、
使
え
る
残
置
ロ
ー

プ
や
ス
リ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
か
ど
う

か
で
安
全
度
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
問

題
は
芦
廼
瀬
川
事
故
の
ア
ル
ペ
ン
芦

山
の
会
体
制
で
す
ね
。
ア
ル
ペ
ン
芦

山
の
沢
グ
ル
ー
プ
は
ベ
テ
ラ
ン
が
運

営
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
「
聖
域
」

み
た
い
に
な
っ
て
い
る
。
運
営
委
員

会
も
沢
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
な
か

な
か
意
見
が
言
え
な
か
っ
た
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

司
会　

沢
グ
ル
ー
プ
は
何
人
く
ら

い
？

戸
田　

全
体
で
７０
名
弱
の
会
員
の
う

ち
、
６
名
で
す
ね
。
そ
の
人
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
山
行
を
企
画
し
、
そ

つ
ま
り
、
ヘ
ツ
リ
（
注
８
）
や
泳
ぎ

の
多
い
か
つ
水
量
の
多
い
沢
は
、
危

険
性
を
排
除
で
き
ま
せ
ん
ね
。
強
い

て
言
え
ば
、
真
ん
中
に
初
心
者
、
ラ

ス
ト
は
ベ
テ
ラ
ン
で
す
か
ね
。

司
会　

簡
単
に
言
っ
て
、
ベ
テ
ラ
ン

二
人
に
初
心
者
一
人
と
い
う
こ
と
…
。

長
野　

初
心
者
同
士
で
行
く
こ
と
は

あ
り
得
な
い
で
す
か
ら
、
一
般
論
と

し
て
ベ
テ
ラ
ン
と
行
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

館
野　

沢
パ
ー
テ
ィ
は
、
登
攀
力
の

あ
る
人
、
泳
ぎ
が
得
意
な
人
、
い
ろ

ん
な
人
が
集
ま
っ
て
総
合
力
で
遡
行

す
る
。
こ
れ
が
大
切
で
す
ね
。

司
会　

若
い
人
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ

ム
で
あ
る
程
度
技
術
を
身
に
つ
け
、

そ
の
流
れ
で
沢
に
も
行
く
人
が
い
ま

す
ね
。

戸
田　

そ
う
で
す
ね
。
Ｍ
も
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
は
う
ま
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

そ
れ
で
誘
わ
れ
た
。

長
野　

そ
う
い
う
人
は
育
て
た
く
な

る
し
、
運
動
能
力
が
高
け
れ
ば
イ
ケ

る
か
な
と
思
っ
て
し
ま
う
。

戸
田　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
い
か

ら
と
い
っ
て
、
沢
に
通
用
す
る
か
と

注 7：高巻き：直登困難な滝やゴルジュを避けて、その場所を巻くように尾根に出て、再び川床に降りること。あまり大き
く巻くと降りるときに厳しくなるので、可能な限り小さく巻くのが原則。

注 8：ヘツリ：水際の岩壁にへばりつくように横に進むこと。沢以外（縦走など）ではトラバースという言い方をする。

ザックを浮き袋として使う

ザックピストン方式
（若林岩雄著『沢登り ヤマケイ登山学校 11』130 ページ参照）
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上
が
る
時
に
、
ザ
ッ
ク
内
の
水
の
重

さ
で
釜
か
ら
立
ち
上
が
れ
な
く
な
っ

た
例
が
あ
り
ま
す
。
ザ
ッ
ク
自
体
に

き
ち
ん
と
水
抜
き
す
る
と
か
、
ザ
ッ

ク
全
体
の
防
水
を
キ
ッ
チ
リ
や
る
か

で
す
ね
。

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
万
能
論
は

　

危
険

館
野　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
泳

ぎ
の
う
ま
い
人
は
邪
魔
で
す
ね
。
水

の
抵
抗
も
増
え
る
し
。

長
野　

沢
の
場
合
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
と
い
う
よ
う
な

万
能
論
は
危
険
で
す
ね
。

館
野　

そ
の
時
の
判
断
で
す
ね
。
何

を
使
う
か
、
ど
う
す
る
か
は
。
今
回

の
事
故
の
場
合
、
大
常
木
谷
事
故
で

Ｒ
が
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
け
て

い
た
ら
溺
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

よ
。
逆
に
、
芦
廼
瀬
川
事
故
は
、
着

け
て
い
れ
ば
引
っ
掛
か
っ
て
穴
か
ら

出
ら
れ
な
い
。

長
野　

館
野
さ
ん
が
言
い
た
か
っ
た

の
は
「
引
き
出
し
の
多
さ
」
で
す
ね
。

持
っ
て
い
る
装
備
や
技
術
で
臨
機
応

い
う
と
、
ま
た
別
の
世
界
で
す
か
ら

ね
。

司
会　

臼
井
さ
ん
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
件
で
す
が
、
縦
走
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
同
様
、
泳
ぎ
の
あ
る
沢
で
は
義
務

付
け
る
と
い
う
考
え
方
は
ど
う
な
ん

で
し
ょ
う
？

臼
井　

私
は
使
っ
た
経
験
が
な
い
か

ら
コ
メ
ン
ト
で
き
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
沢
で
も
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

館
野　

泳
ぎ
の
あ
る
場
合
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
外
し
た
方
が
良
い
で
す
ね
。
ザ
ッ

ク
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
方
が
泳
ぎ
や
す

い
。
ザ
ッ
ク
の
防
水
で
す
が
、
中
身

を
個
別
に
防
水
す
る
と
ザ
ッ
ク
の
中

に
水
が
入
り
ま
す
。
泳
い
で
水
か
ら

変
に
対
応
す
る
。

司
会　

ラ
ス
ト
が
溺
れ
た
時
、
飛
び

込
む
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

柳
下
さ
ん
、
今
回
の
大
常
木
谷
事
故

の
例
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
い
う

判
断
で
す
よ
ね
？

柳
下　

は
い
、
ロ
ー
プ
の
端
を
持
ち
、

下
流
側
に
回
り
込
み
ロ
ー
プ
を
引
け

ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

司
会　

ク
ー
ル
な
見
方
を
す
れ
ば
、

飛
び
込
ま
な
け
れ
ば
一
人
は
助
か
っ

た
か
も
…
…
。

柳
下　

救
出
に
向
か
っ
た
こ
と
は
非

難
で
き
ま
せ
ん
。

司
会　

こ
れ
か
ら
沢
を
始
め
る
人
に

対
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

長
野　

二
重
遭
難
は
避
け
る
。
安
全

対
策
担
当
者
と
し
て
は
、
生
き
残
っ

て
い
る
人
が
自
分
の
身
を
大
切
に
す

る
と
い
う
の
が
原
則
と
言
い
た
い
。

奥
さ
ん
が
目
の
前
で
溺
れ
て
い
る
状

態
で
、
な
か
な
か
自
分
の
身
を
守
る

と
い
う
の
は
で
き
ま
せ
ん
が
…
。

　

ア
ン
ザ
イ
レ
ン
（
ロ
ー
プ
で

　

結
び
あ
う
）
に
つ
い
て
は
課
題
が

山梨県  秩父・一ノ瀬川大
お お つ ね

常木
ぎ

谷
だ に

事故
　2018 年 8 月 26 日、57 歳男性 T（L）、48 歳女性 R のパーティが、

大常木谷を遡行、西側の竜喰谷を下降する計画で入渓。午前 11 時

頃、山女魚渕を先行の T が突破した後、アンザイレンしていた後

続の R が突破に手間取り、水没した。T が飛び込んで救出を試み

たが、水没。たまたま居合わせた単独遡行者が、警察に通報。翌

日 10 時頃、山女魚渕の入り口で二人の遺体が発見された。

山女魚渕の全容

青梅街道（国道 411 号）

↓

↓

↓

東京方面

甲府方面

山
女
魚
渕

竜
喰
谷

大
常
木
谷

一
ノ
瀬
川

一の瀬高原

（再掲）
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を
知
っ
て
い
る
か
、
否
か
で
す
ね
。

　

決
し
て
少
な
く
な
い
沢
の
事
故
、

　

１０
年
間
で
３
０
７
件

石
川　

今
、
２
０
０
９
年
～
２
０
１
８

年
の
１０
年
間
の
沢
事
故
の
デ
ー
タ
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
死
亡

者
は
１２
名
。
事
故
発
生
は
午
前
中
が

多
い
で
す
ね
。
事
故
件
数
で
は
東
京
・

道
央
・
神
奈
川
・
兵
庫
の
順
で
す
。

柳
下　

東
京
新
聞
の
記
事
（
２
０
２
０

年
１
月
５
日
付
）
を
今
日
お
渡
し
し

ま
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
「
最
近
雨

の
降
り
方
が
変
化
し
て
い
る
。
日
数

は
少
な
い
が
、
土
砂
降
り
が
多
い
」
と

い
う
内
容
で
す
。
沢
の
様
相
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

司
会　

本
誌
３
月
号
か
ら
野
尻
気
象

予
報
士
の
連
載
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
時
間
が
あ
れ

ば
立
場
川
事
故
・
サ
ゴ
イ
沢
事
故
（
注

９
）
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
最
後
に
臼
井
さ
ん
、
ひ

と
言
お
願
い
で
き
ま
す
か
。

臼
井　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

は
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
話
で
し
た
。

吉
谷　

二
人
パ
ー
テ
ィ
の
場
合
、
ロ
ー

プ
の
末
端
で
は
な
く
中
間
に
結
べ
ば
、

下
流
か
ら
引
っ
張
れ
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
ね
。

長
野　

ト
ッ
プ
が
ロ
ー
プ
を
着
け
た

ま
ま
飛
び
込
む
と
い
う
の
は
、
他
の

問
題
が
あ
り
そ
う
。
こ
の
夏
に
再
度
、

い
ろ
ん
な
救
助
方
法
を
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

館
野　

教
訓
と
し
て
で
す
が
、
溺
れ

た
人
に
向
か
っ
て
助
け
に
行
く
の
は

間
違
い
で
す
ね
。
意
識
が
あ
れ
ば
溺

れ
た
人
に
絡
ま
れ
ま
す
し
、
下
流
に

ま
わ
っ
て
溺
れ
た
人
を
救
助
す
る
の

が
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。

長
野　

今
回
の
事
故
現
場
は
両
手
が

両
岸
に
つ
く
幅
だ
か
ら
、
飛
び
込
む
と

ど
う
し
て
も
接
触
し
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。

い
ず
れ
に
し
て
も
安
全
に
救
助
す
る

方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

司
会　

Ｒ
の
ロ
ー
プ
が
Ｔ
に
か
ら
ん

だ
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
？

長
野　

そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
遺

体
が
見
つ
か
っ
た
時
、
ロ
ー
プ
が
か

私
た
ち
は
起
き
て
し
ま
っ
た
事
故
を

分
析
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
次
に
同
じ
こ

と
を
起
こ
さ
な
い
た
め
で
す
。
事
故

者
は
、
立
場
川
事
故
の
ケ
ー
ス
は
北

ア
・
赤
木
沢
か
ら
立
場
川
へ
、
大
常

木
谷
事
故
の
ケ
ー
ス
は
奥
利
根
か
ら

大
常
木
谷
へ
と
、
天
候
が
良
く
な
い
、

水
量
が
多
い
な
ど
の
理
由
で
、
い
わ

ば
グ
レ
ー
ド
を
下
げ
て
い
ま
す
。
私

は
グ
レ
ー
ド
を
下
げ
た
こ
と
で
当
事

者
に
油
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
甘
く
見
た
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
心
に
隙
が
で

き
た
の
で
は
。
こ
の
点
も
事
故
の
要

素
に
入
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会　

本
日
は
長
い
時
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ら
ん
で
い
た
と
い
う
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
。

戸
田　

飛
び
込
ん
だ
時
、
Ｔ
の
ロ
ー

プ
は
？

長
野　

ロ
ー
プ
を
付
け
て
飛
び
込
ん

だ
の
か
、
残
置
し
た
の
か
分
か
ら
な

い
。

司
会　

遺
体
に
は
ロ
ー
プ
が
付
い
て

い
な
い
。
ビ
レ
ー（
確
保
）は
ボ
デ
ィ
ー

で
し
ょ
う
？

吉
谷　

固
定
ビ
レ
ー
で
は
な
か
っ

た
？

長
野　

ハ
ー
ケ
ン
打
っ
て
、
ビ
レ
ー
す

る
よ
う
な
場
所
じ
ゃ
な
い
。
お
そ
ら

く
自
己
ビ
レ
ー
取
ら
ず
に
、
ボ
デ
ィ
ー

ビ
レ
ー
で
し
ょ
う
ね
。

館
野　

最
後
に
ひ
と
言
。
事
故
防
止

の
ポ
イ
ン
ト
は
判
断
力
。
技
術
が
上

が
れ
ば
遭
難
が
減
る
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
技
術
が
上
が
れ
ば
上

が
る
ほ
ど
、
難
し
い
沢
に
入
る
。
そ

の
際
、
危
険
性
を
見
極
め
る
の
は
判

断
力
。
遡
行
途
中
で
詰
ま
っ
て
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
思
っ
て
い
た
通

り
に
行
動
し
て
遡
行
で
き
た
、
と
い

う
の
が
大
切
で
す
ね
。

戸
田　

そ
の
通
り
で
す
ね
。
リ
ス
ク

注 9：サゴイ沢事故：2018 年 8 月 12 日午後 12
時半頃、新潟県苗場山南面のサゴイ沢遡
行中の東京都連盟・杉並労山パーティの
64 歳男性が 8m の滝の落ち口に向かって
登攀中滑落（アンザイレンしていたが、
ランナーは取っていなかった）し、意識
不明となる。同行者 2 名は蘇生行為を行
わず、2 時間余り登行を続け、警察に救
助要請する。夕刻、新潟県防災ヘリで遺
体は収容された。
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沢
登
り
中
の
事
故
者
数
は
、
１１
年

間
で
３
５
４
名
。
事
故
件
数
は
、
３

３
８
件
。
２
０
０
９
年
よ
り
、
２２
名

か
ら
３５
名
の
範
囲
で
事
故
者
が
推
移

し
て
い
た
が
、
２
０
１
５
年
か
ら
事

故
者
数
が
増
加
し
２
０
１
８
年
に
５０

名
と
な
り
、
同
年
に
６
名
の
死
亡
者

を
発
生
す
る
事
態
に
な
っ
た
（
図
１
）。

　

２
０
１
７
年
ま
で
の
９
年
間
で
６

名
の
死
亡
者
数
だ
っ
た
の
で
、
２
０

１
８
年
に
発
生
し
た
沢
の
死
亡
事
故

に
つ
い
て
、
遭
難
対
策
部
会
で
も
改

め
て
検
討
し
た
。
な
ぜ
起
き
た
の
か
。

過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
引
き
出
せ
る
こ

と
が
な
い
の
か
。
個
々
の
事
例
か
ら

引
き
出
せ
る
こ
と
が
な
い
の
か
。
過

去
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
事
故
の
傾
向
・

教
訓
等
を
だ
し
、
対
策
を
考
え
る
資

料
と
す
る
こ
と
を
進
め
て
き
た
。

　

滑
落
・
転
倒
の
要
因
は
何
か

　

沢
登
り
中
の
事
故
原
因
を
事
故
一

報
か
ら
集
計
す
る
と
（
図
２
）、
滑
落

と
転
倒
で
５６
％
、
転
落
を
加
え
る
と

６７
％
、
体
勢
（
＊
）
を
加
え
る
と
８６
％

に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
滑
っ
た
、
転

ん
だ
、
つ
ま
ず
い
た
、
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
か
ら
発
生
す
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
滑
っ
た
の
か
？　

つ

ま
ず
い
た
の
か
？　

直
接
の
原
因
は

見
え
る
が
、
な
ぜ
滑
落
や
転
倒
が
起

き
た
か
は
、
事
故
一
報
か
ら
は
見
え

て
こ
な
い
。
初
歩
的
な
ミ
ス
か
、
注

意
不
足
だ
っ
た
の
か
、
体
力
や
運
動

能
力
が
不
足
し
て
い
た
の
か
、
さ
ら

に
詳
し
い
分
析
が
必
要
と
な
る
。

図 2

図 1

沢
登
り
中
の
事
故
者
数

沢
登
り
中
の
事
故
原
因 （
様
態
）

石
川
昌
／
全
国
連
盟
遭
難
対
策
部
長
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５０
歳
代
が
多
い
沢
の
事
故

　

ワ
ー
ス
ト
は
東
京
、

　

道
央
・
神
奈
川
・
兵
庫
が
続
く

　

事
故
原
因
の
傾
向
と
し
て
、
こ
の

数
年
、
滑
落
よ
り
転
倒
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
落
石
事
故
で
は
、
パ
ー
テ
ィ

内
や
自
身
が
起
こ
し
た
落
石
で
怪
我

を
す
る
事
例
も
あ
る
。
事
故
者
の
年

齢
は
（
図
３
）、５０
代
が
多
く
（
１
２
１

名
）、
特
に
５０
代
前
半
（
７１
名
）
の
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。
全
体
の
平
均
年

齢
は
、
５２
歳
。
事
故
発
生
の
時
間
は

（
図
４
）、
午
前
中
１２
時
ま
で
に
６５
％
。

１４
時
に
午
後
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
事
は
、

下
山
中
で
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
都
道
府
県
別
の
事

故
件
数
で
は
（
図
５
）、
他
県
を
大
き

く
抜
い
て
東
京
都
が
９２
名
。
東
京
都

の
事
故
者
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

更
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

＊
体
勢:

事
故
一
報
で
も
っ
と
も
多
い
の
が
「
ス

リ
ッ
プ
し
て
」「
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
」「
躓つ
ま
ず

い
て
」「
捻ね

じ

っ
て
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
墜

落
」「
滑
落
」「
転
倒
」「
転
落
」
の
表
記
が
無

い
報
告
に
つ
い
て
は
す
べ
て
「
体
勢
」
と
し

た
。
ス
リ
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス
の
失
調
そ
の
も

の
が
事
故
に
つ
な
が
る
認
識
で
は
な
い
。
こ

の
状
況
に
至
っ
た
本
来
の
要
因
・
原
因
は
事

故
一
報
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
。
原
因（
様
態
）

の
ひ
と
つ
と
し
て
の
「
体
勢
」
と
い
う
概
念

と
し
て
使
っ
て
み
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
愛

知
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
事
故
事
例
集　

他
に

学
び
、
事
故
を
な
く
そ
う
」
を
参
考
に
し
た
。

図 3

図 4

図 5

事
故
者
年
齢

事
故
発
生
時
間

都道府県別事故者数
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第
２
回

北
島
英
明  

日
本
山
岳
救
助
隊 
代
表
理
事

本誌 6 月号

「東京奥多摩での事故例
  ベテランと新人ペアの悲劇」の考察

　

４
月
２０
日
、
労
山
を
含
む
山
岳
四

団
体
か
ら
登
山
自
粛
要
請
が
発
表
さ

れ
た
。
皆
さ
ん
山
へ
行
け
な
く
な
り
、

辛
い
で
し
ょ
う
。
辛
く
な
く
て
も
、

運
動
不
足
で
体
力
が
落
ち
た
り
、
太
っ

て
し
ま
っ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
登

山
に
限
ら
ず
、
日
本
中
で
多
く
の
人

が
そ
れ
ぞ
れ
自
粛
し
我
慢
し
て
い
た

時
期
に
山
へ
行
っ
た
バ
カ
者
が
い
る
。

長
野
県
で
は
、
４
月
２５
日
尾
根
か
ら
滑

落
し
て
重
傷
を
負
い
警
察
に
救
助
さ

れ
た
男
性
が
い
た
。
更
に
、
こ
の
男

性
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
疑
い
が
あ
り
、

出
動
し
た
救
助
隊
員
が
一
時
自
宅
待

機
を
さ
せ
ら
れ
た
。
皆
が
一
番
危
惧

し
て
い
た
事
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
わ

け
だ
（
迷
惑
千
万
・
怒
）。
世
の
中
に

は
身
勝
手
者
は
一
定
数
存
在
す
る
よ

う
だ
が
、
そ
も
そ
も
登
山
は
ち
ゃ
ん

と
計
画
し
準
備
を
し
て
か
ら
楽
し
む

も
の
。
計
画
と
は
調
べ
て
考
え
る
事
。

そ
し
て
想
像
し
予
測
す

る
事
。
山
へ
行
く
以
上
、

遭
難
は
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
。
避
け
ら
れ
な

い
か
ら
遭
難
と
も
い
う
。

し
か
し
、
冷
静
に
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
行
く

べ
き
か
ど
う
か
。

　

さ
て
、
本
題
は
６
月

号
の
事
故
事
例
。
２
０

１
７
年
３
月
下
旬
に
東

京
都
奥
多
摩
山
域
で
、

あ
る
山
岳
会
に
所
属
す

る
男
性
ベ
テ
ラ
ン
会
員

と
女
性
の
新
人
会
員
の

パ
ー
テ
ィ
ー
が
遭
難
し

て
、
男
性
は
死
亡
、
女
性
は
入
山
５

日
後
に
救
助
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る

（
詳
細
を
忘
れ
た
方
や
読
ん
で
な
い
方

は
再
読
し
て
く
だ
さ
い
）。
こ
の
事
例
、

疑
問
符
だ
ら
け
。
奥
多
摩
山
域
を
ご

存
じ
な
い
方
は
「
山
と
高
原
地
図
に

は
一
部
破
線
で
し
か
記
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
比
較
的
利
用
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ス
」
と
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
。

６
月
号
で
事
例
を
紹
介
し
た
最
後
に

私
が
指
摘
し
た
３
点
に
つ
い
て
、
当

事
者
女
性
の
証
言
に
沿
っ
て
考
察
を

進
め
よ
う
。

　

①
「
山
行
中
止
か
初
日
撤
退
」

人形山
1176mA：初日のビバーク地点

B：八代（男性）発見地点
C：橋本（女性）救助地点

N

ウトウの頭
1587m

酉
谷
避
難
小
屋

酉谷山
1718m

七跳山
1651m

大粟山
1591m

日原へ
林道あり

→

タワ尾根
の頭

※
A B

C
※

※

1710m

金袋山

ゴンバ尾根

タ
ワ

尾
根

長沢背稜
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迷
い
も
な
い
。

　

し
か
し
、
実
際
は
判
断
を
誤
り
、

前
進
し
て
１８
：
００
頃
ビ
バ
ー
ク
し
た
。

が
、
避
難
小
屋
泊
り
を
前
提
に
し
て

い
た
た
め
か
テ
ン
ト
も
ツ
ェ
ル
ト
も

な
く
「
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
」
で
露
営
。

ま
た
、
先
輩
は
寝
袋
も
紛
失
。
も
は
や

判
断
力
な
し
。
だ
が
、
幸
い
二
人
だ
っ

た
の
で
雪
の
中
で
生
き
延
び
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も

理
解
で
き
な
い
の
が
「
雪
の
中
に
登

山
靴
を
放
置
し
て
い
た
」
こ
と
。
雪

の
あ
る
山
で
登
山
靴
は
生
命
線
、
先

輩
は
判
断
力
消
滅
、
新
人
は
知
識
が

無
か
っ
た
か
？　

　

例
え
小
屋
泊
り
の
山
行
で
も
、
ツ
ェ

ル
ト
や
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
シ
ー
ト

は
個
人
装
備
と
し
て
必
携
！

　

②
「
避
難
小
屋
で
待
機
」

　

と
も
あ
れ
、
一
晩
良
く
頑
張
っ
た
！

二
日
目
に
な
ぜ
来
た
ル
ー
ト
を
下
山

し
な
か
っ
た
か
、
も
は
や
不
思
議
で
は

な
い
。
既
に
判
断
力
が
無
い
状
態
で

は
、
前
進
し
か
考
え
な
か
っ
た
の
だ
。

新
人
は
躊
躇
せ
ず
救
助
要
請
を
す
る

着
は
遅
す
ぎ
る
。「
こ
こ
ま
で
休
み
が

ち
で
登
っ
た
」
と
の
証
言
だ
が
、
登

り
始
め
た
ば
か
り
な
の
に
休
憩
が
多

い
、
先
輩
は
体
調
不
良
と
見
る
べ
き
。

更
に
「
か
な
り
雪
が
積
も
っ
て
き
た
」

こ
と
を
考
え
た
ら
、
こ
れ
以
上
の
前

進
は
無
理
。
ま
た
、
１４
：
００
撤
退
な

ら
最
終
バ
ス
１６
：
０９
に
間
に
合
う
か

も
。
も
し
間
に
合
わ
な
く
て
も
バ
ス

停
か
神
社
に
は
屋
根
が
あ
る
し
、
道

　

３
月
下
旬
で
天
気
予
報
は
「
雨
の

ち
雪
」。
あ
な
た
は
こ
の
予
報
で
山
へ

行
き
ま
す
か
？　

普
通
は
行
か
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
証
拠
に
バ
ス
は
こ

の
二
人
だ
け
。
新
人
は
先
輩
へ
の
遠

慮
と
信
頼
で
断
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
？　

山
行
中
止
が
正
解
。

　

ま
た
、
撤
退
の
判
断
は
１４
：
００
ウ

ト
ウ
の
頭
。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
で
ウ
ト

ウ
の
頭
到
着
は
１２
：
３０
。
１４
：
００
到

べ
き
で
あ
っ
た
。
先
輩
は
ど
う
で
も

良
い
、わ
が
身
を
守
る
た
め
。
し
か
し
、

こ
の
稜
線
は
あ
る
ポ
イ
ン
ト
で
し
か

携
帯
は
通
じ
な
い
。
こ
う
い
う
と
き

は
、
諦
め
ず
探
す
こ
と
。
メ
ー
ル
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も
有
効
だ
。

　

そ
の
後
、
何
と
か
避
難
小
屋
へ
到

着
し
た
の
だ
か
ら
、
避
難
小
屋
で
待

機
が
正
解
。
既
に
先
輩
は
判
断
力
も

体
力
も
無
く
、
ル
ー
ト
を
知
ら
ず
地

図
も
持
た
な
い
新
人
が
先
行
す
れ
ば

道
迷
い
は
避
け
ら
れ
な
い
。
救
助
要

請
が
出
来
な
く
て
も
、
下
山
し
な
け

れ
ば
翌
日
か
翌
々
日
に
は
捜
索
が
始

ま
る
。
避
難
小
屋
で
三
日
間
耐
え
ろ
！

計
画
書
提
出
が
命
を
救
う
。　

　

③
「
パ
ー
テ
ィ
ー
は
別
れ
な
い
」

　

少
人
数
の
場
合
、
決
し
て
パ
ー

テ
ィ
ー
を
分
け
て
は
い
け
な
い
。
絶
対

に
一
人
に
し
て
も
、
な
っ
て
も
ダ
メ
！

　

そ
し
て
動
く
な
！　

こ
の
事
故
で

は
二
人
が
別
れ
た
た
め
先
輩
の
行
動

は
分
か
ら
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
無
意

識
に
彷ほ

う
こ
う徨

し
た
の
で
は
な
い
か
？　

死
亡
事
故
は
皆
を
悲
し
ま
せ
る
。

（本文とは関係ありません）
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慰
霊
碑
関
連
に
つ
い
て
は
寄

付
、
浄
財
集
め
に
２
月
だ
け

で
電
話
５０
通
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
は
ネ
パ
ー
ル
や
海
外
に
頻
繁
に

な
っ
た
。
奔
走
し
た
お
か
げ
で
、
目

標
の
金
額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が

出
来
た
。
特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

全
く
保
男
さ
ん
を
知
ら
な
い
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
現
役
か
ら
の
浄
財
だ
っ
た
。
遭
難

当
時
ま
だ
生
ま
れ
て
も
い
な
い
世
代

で
あ
る
。
金
額
の
多
寡
に
は
か
か
わ

ら
ず
、
会
の
人
と
歴
史
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
か
ら
だ
。

昨
年
１１
月
に
８５
歳
で
亡
く
な
っ

た
宮
原
巍
（
た
か
し
）
さ
ん

の
お
別
れ
会
が
２
月
８
日
に
東
京
で

あ
っ
た
。来
日
中
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・

ツ
ア
ー
大
河
原
さ
ん
と
の
慰
霊
碑
打

ち
合
わ
せ
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で

顔
合
わ
せ
を
と
思
っ
て
い
た
が
、
地

方
出
張
が
延
び
、
残
念
な
が
ら
出
席

が
叶
わ
な
か
っ
た
。
宮
原
さ
ん
は
大

学
で
は
保
男
さ
ん
の
先
輩
筋
、
在
ネ

パ
ー
ル
６０
年
、
登
山
が
縁
で
ネ
パ
ー

ル
に
は
ま
り
、
２０
代
に
は
政
府
産
業

機
関
で
働
き
、
帰
化
し
て
ま
で
と
こ

と
ん
ネ
パ
ー
ル
に
尽
く
し
た
人
で
あ

79

加藤保男のメモリアル 加藤保男のメモリアル ―その 2――その 2―

　2 月中旬、新型コロナウイルスはアジア　2 月中旬、新型コロナウイルスはアジア
から世界的感染を見せ、隣国をはじめ最善から世界的感染を見せ、隣国をはじめ最善
の策としてロックダウンを施行する国と地の策としてロックダウンを施行する国と地
域が広がった。わが国では、26 日、やっ域が広がった。わが国では、26 日、やっ
と総理による全国的なイベント等の開催にと総理による全国的なイベント等の開催に
係わる発言があった。全国一律の自粛要請係わる発言があった。全国一律の自粛要請
を行うものではないものの、感染の広がり、を行うものではないものの、感染の広がり、
会場の状況等を踏まえ、必要性を改めて検会場の状況等を踏まえ、必要性を改めて検
討するようにという煮え切らないものだ。討するようにという煮え切らないものだ。
その上、この 1 ～ 2 週間が感染拡大防止にその上、この 1 ～ 2 週間が感染拡大防止に
きわめて重要であると位置付け、リスクのきわめて重要であると位置付け、リスクの
高い大勢の集まるスポーツ、文化イベント高い大勢の集まるスポーツ、文化イベント
の中止・延期・規模縮小を要請するとした。の中止・延期・規模縮小を要請するとした。
一般生活でも集会から飲み会自粛、そして、一般生活でも集会から飲み会自粛、そして、
感染防御マニュアルが感染防御マニュアルが喧喧

やかまやかま

しく響く。しく響く。

修復成った加藤保男碑。フロントを石垣とセメントで補強、化粧直しで修復成った加藤保男碑。フロントを石垣とセメントで補強、化粧直しで
見違えるようだ。2020 年 3 月 5 日撮影見違えるようだ。2020 年 3 月 5 日撮影
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る
。
タ
ン
ボ
チ
ェ
の
手
前
シ
ャ
ン
ボ

チ
ェ
の
丘
北
端
に
、
’７２
年
に
ホ
テ
ル

エ
ベ
レ
ス
ト
ビ
ュ
ー
を
建
て
た
実
業

家
で
も
あ
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
岳
観
光

の
先
駆
者
で
あ
る
。
エ
ベ
レ
ス
ト
を

回
る
登
山
隊
や
ホ
テ
ル
建
築
に
関
わ

る
ヒ
ラ
リ
ー
さ
ん
と
の
や
り
取
り
な

ど
、
保
男
さ
ん
の
話
題
も
含
め
面
白

い
話
を
ず
い
ぶ
ん
聞
い
た
。

カ
の
国
々
も
入
国
制
限
に
踏
み
出

し
、航
空
便
が
次
々
と
減
便
、ネ
パ
ー

ル
に
渡
っ
て
い
た
多
く
の
ト
レ
ッ

カ
ー
は
そ
の
後
、
２
～
３
か
月
身
動

き
も
取
れ
ず
、
５
月
中
旬
に
な
っ
て

日
本
人
で
も
帰
国
で
き
た
人
は
稀ま

れ

で

あ
る
。３月

１１
日
、
昨
年
晩
秋
か
ら
体

の
不
調
を
訴
え
て
い
た
磯
野

剛
太
さ
ん
（
６６
歳
：
日
本
ガ
イ
ド
協

会
理
事
長
、
ア
ト
ラ
ス
ト
レ
ッ
ク
代

表
）
が
癌が

ん

で
他
界
。
加
藤
保
男
代
表

の
ツ
ア
ー
企
画
会
社“
エ
ベ
レ
ス
ト
”

の
中
心
的
存
在
で
保
男
さ
ん
を
盛
り

上
げ
、
良
き
相
談
相
手
だ
っ
た
。
同

月
２７
日
に
は
ス
イ
ス
在
住
、
わ
が
会

の
重
鎮
加
藤
滝
男
さ
ん
（
７６
歳
）
が

脳
出
血
で
逝
く
。
保
男
さ
ん
が
消
息

を
絶
っ
た
１０
年
後
に
慰
霊
碑
設
置
に

同
行
。保
男
遭
難
の
報
に
触
れ
た
時
、

「
登
山
家
の
死
に“
ま
さ
か
”は
な
い
。

た
と
え
僕
の
弟
で
あ
っ
て
も
…
」
登

山
家
と
し
て
重
い
言
葉
を
残
し
た
。

　

修
復
お
披
露
目
ツ
ア
ー
は
状
況
が

許
す
な
ら
ば
、
秋
以
降
に
再
度
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

で
、
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
。
慰
霊
碑

修
復
工
事
の
完
成
お
披
露
目
と
寺
院

で
の
法
要
を
仲
間
た
ち
と
分
か
ち
合

い
た
い
と
思
っ
た
。
３
月
４
日
に
修

復
完
成
、
現
地
で
は
ツ
ア
ー
を
迎
え

入
れ
る
だ
け
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
３
月
に

入
り
ほ
と
ん
ど
の
登
山
ツ

ア
ー
、
講
習
会
、
講
演
ま
で
が
中
止

に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）

禍
は
、
社
会
生
活
の
隅
々
に
ま
で
経

済
的
、
精
神
的
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

き
た
。
慰
霊
碑
ツ
ア
ー
も
２
月
末
に

イ
ン
ド
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
ビ
ザ
停

止
を
受
け
、
ネ
パ
ー
ル
も
追
従
。
３

月
４
日
に
は
渡
航
に
お
け
る
入
国
ビ

ザ
と
健
康
証
明
書
の
問
題
が
発
生
。

大
使
館
お
よ
び
空
港
で
の
ビ
ザ
発
給

停
止
、
証
明
書
類
も
入
国
条
件
の
確

証
で
は
な
く
、
１０
日
以
降
、
感
染
有

無
の
た
め
の
隔
離
や
諸
問
題
で
、
ビ

ザ
所
有
者
で
あ
っ
て
も
現
地
代
理
店

が
責
任
を
負
う
こ
と
は
難
し
い
と
な

り
、ツ
ア
ー
は
急
遽
中
止
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ

２
月
１７
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
に

戻
っ
た
大
河
原
さ
ん
と
は
修

繕
費
用
の
最
終
連
絡
を
メ
ー
ル
で

行
い
、
１９
日
に
代
理
店
オ
ン
・
ジ
・

ア
ー
ス
を
通
じ
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
送

金
。現
地
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
ツ
ア
ー

ズ
か
ら
工
事
監
督
に
送
金
を
し
て
も

ら
う
手
は
ず
を
整
え
た
。
周
辺
を
管

理
す
る
タ
ン
ボ
チ
ェ
寺
院
に
、
長
い

間
の
無
沙
汰
を
詫
び
る
意
味
で
の
お

布
施
を
含
め
、
そ
れ
な
り
の
金
額
に

な
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
も
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
車
の
往
来
も
人
通

り
も
疎
ら
で
、
毎
日
が
素
晴
ら
し
い

青
空
だ
そ
う
だ
。

　

雪
が
解
け
た
タ
ン
ボ
チ
ェ
に
石
工

４
名
に
待
機
し
て
も
ら
い
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
デ
ニ
シ
ュ
さ
ん
に
ナ
ム

チ
ェ
の
国
立
公
園
局
で
石
材
採
取
の

許
可
を
お
願
い
し
、
監
督
の
ク
リ
ツ

パ
さ
ん
を
カ
ト
マ
ン
ズ
よ
り
派
遣
し

て
２３
日
い
よ
い
よ
工
事
開
始
と
な
っ

た
。
工
事
期
間
は
１０
日
“
加
藤
保
男

メ
モ
リ
ア
ル
エ
ベ
レ
ス
ト
展
望
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
”
ツ
ア
ー
が
現
地
を
訪

れ
る
前
に
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

加藤保男碑の奥に続く慰加藤保男碑の奥に続く慰
霊碑の列。3 番目が石黒霊碑の列。3 番目が石黒
さん恩師小林光衛先生さん恩師小林光衛先生
碑、4 番目が橋本龍太郎碑、4 番目が橋本龍太郎
元総理の碑、山岳界への元総理の碑、山岳界への
貢献も大きい。土台に石貢献も大きい。土台に石
垣を組み込み、化粧直し垣を組み込み、化粧直し
を 施 す。2020 年 3 月 5を 施 す。2020 年 3 月 5
日撮影日撮影
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き
、
長
崎
で
も
「
労
山
」
を
作
ろ
う

と
熱
い
気
持
ち
で
持
ち
帰
っ
た
。
約

１
年
の
準
備
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

’６５
年
７
月
４
日
、
３９
名
の
仲
間
た

ち
が
集
ま
り
、
こ
こ
に
「
長
崎
労
山
」

を
結
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
山
で
死
ん
で
は
な
ら
な
い
、
命
は

大
切
に
し
よ
う
」
と
い
う
伊
藤
正
一

さ
ん
が
呼
び
掛
け
た
こ
の
考
え
方
が
、

労
山
の
基
本
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

先
ず
、
長
崎
で
は
、
若
者
た
ち
に

登
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
り
、
一
緒

に
近
郊
の
山
々
を
登
っ
た
。
装
備
や

靴
の
無
い
人
に
は
、
先
輩
た
ち
が
自

分
の
も
の
を
貸
し
、
労
山
の
事
務
所

が
必
要
だ
と
知
れ
ば
、
ア
パ
ー
ト
を

　

３９
名
で
長
崎
労
山
を
結
成

　

一
年
で
仲
間
が
１
５
０
名
超
に

　

長
崎
の
仲
間
が
「
労
山
」
を
知
っ

た
の
は
、
１
９
６
４
年
の
夏
、
九
重

で
行
わ
れ
た
「
九
州
青
年
学
生
平
和

友
好
祭
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
長
崎
の

青
年
は
福
岡
の
青
年
と
出
会
い
、
福

岡
労
山
が
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。

　

そ
の
中
身
は
’６２
年
正
月
の
九
重
の

遭
難
で
、
登
山
者
を
救
う
べ
く
活
躍

し
た
福
岡
労
山
の
熱
き
想
い
の
経
験

談
で
あ
っ
た
。

　
「
山
で
死
ん
で
は
な
ら
な
い
、
命
は

大
切
に
し
よ
う
」
と
大
事
な
話
を
聞

借
り
、
そ
こ
を
事
務
所
に
提
供
し
た
。

　

毎
週
の
よ
う
に
山
に
登
り
、
連
休

は
九
重
、
祖
母
、
阿
蘇
の
山
に
登
り
、

デ
パ
ー
ト
の
店
員
さ
ん
の
為
に
休
暇

を
取
っ
て
平
日
も
一
緒
に
登
っ
た
り

し
て
、
そ
の
１
年
後
は
な
ん
と
１
５

０
名
を
超
え
る
会
員
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

指
導
部
は
、
全
国
連
盟
の
総
会
に

出
席
し
て
組
織
の
在
り
方
を
尋
ね
る
。

長
崎
の
よ
う
に
ず
ー
っ
と
会
員
を
大

人
数
に
し
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
、

そ
れ
と
も
分
割
し
て
活
動
し
た
ら
良

い
の
か
…
と
。

　

仲
間
た
ち
が
討
議
し
て
く
れ
て

「
５０
名
程
度
に
分
割
」
し
た
方
が
活
躍

し
や
す
い
の
で
は
と
、
話
は
決
ま
り
、

１
年
目
に
「
東
部
労
山
」「
西
部
労
山
」

「
南
部
労
山
」
が
誕
生
し
、
併
せ
て
香

焼
地
域
と
大
村
地
域
に
労
山
を
誕
生

さ
せ
、
’６７
年
１０
月
に
５
つ
の
会
で
長

崎
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
を
結
成
し
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
登

山
教
室
を
初
実
施
し
、
内
容
は
全
国

連
盟
の
吉
尾
弘
氏
を
招
い
て
の
も
の

で
あ
り
、
併
せ
て
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
も
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
中

心
は
福
岡
の
深
野
一
郎
氏
で
あ
っ
た
。

　

会
員
の
意
欲
も
盛
り
上
が
り
、
登

山
技
術
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
３
年
目

に
教
育
活
動
の
指
導
セ
ン
タ
ー
を
作

り
、
登
山
の
内
容
を
ど
う
学
び
、
実

技
も
含
め
て
系
統
的
に
ど
う
進
め
る

か
の
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
組

み
、
併
せ
て
「
働
く
者
の
登
山
観
」

を
深
め
る
学
習
も
行
っ
た
。

　

指
導
部
は
更
に
岩
登
り
の
場
所
を

探
し
、
岩
の
基
礎
訓
練
も
行
い
、
阿

蘇
の
鷲
ヶ
峰
の
岩
壁
の
訓
練
も
行
っ

た
。

第 3 回

（しおた・こうすけ）
1936 年生まれ。1956 年から社会人山
岳会に 8 年在籍し、1965 年長崎勤労者
山岳会入会。長崎県連の設立に尽力、会
長及び理事を 25 年間務める。現在、長
崎カルチャー山の会会長。

熱
く
燃
え
た
仲
間
た
ち

                     

長
崎
県
連
の
旗
を
高
く

塩
田
幸
助
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多
様
な
講
師
を
招
い
て

　

７
回
の
登
山
研
究
集
会
を
開
催

　

ま
た
、
登
山
研
究
集
会
も
全
国
連

盟
に
学
ん
で
、
長
崎
県
連
盟
で
も
実

施
し
た
。

　

１
回
目
は
岩
壁
の
エ
ー
ス
小
西
政

継
氏
を
招
き
講
演
、
あ
と
テ
ー
マ
を

　

５
年
目
は
、
近
郊
の
山
、
八
郎
山

系
に
林
道
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
の

を
会
員
が
見
て
、
こ
れ
は
自
然
破
壊

で
は
な
い
か
、「
自
然
を
守
れ
」
と
林

道
建
設
反
対
の
運
動
を
始
め
て
街
頭

署
名
も
行
い
、
多
く
の
団
体
も
協
力

し
、
市
と
の
交
渉
を
行
っ
て
中
止
さ

せ
た
。

決
め
、
①
冬
山
の
魅
力
と
厳
し
さ　

②
登
山
を
豊
か
に
す
る
為
に　

③
ふ

る
さ
と
の
山
々
を
守
る
為
に　

④
山

岳
会
の
運
営
に
つ
い
て　

⑤
会
報
活

動
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か　

⑥
女
性

と
登
山
な
ど
内
容
を
深
め
た
。

　

次
の
年
の
講
演
者
に
は
ア
イ
ガ
ー

北
壁
を
登
っ
た
今
井
通
子
氏
、
３
回

目
は
登
山
作
家
の
安
川
茂
雄
氏
を
招

き
、
７
回
続
け
て
テ
ー
マ
を
深
め
た
。

　

連
盟
は
７
年
目
に
１０
周
年
に
向
け

て
３
ヶ
年
計
画
を
立
て
、
冬
期
後
立

山
連
峰
の
全
山
縦
走
の
１
年
目
と
し

て
爺
ヶ
岳
か
ら
鹿
島
槍
、
２
年
目
は

五
竜
岳
か
ら
唐
松
岳
、
３
年
目
は
白

馬
岳
か
ら
不
帰
岳
と
立
て
、
こ
れ
を

全
会
で
実
施
し
、
力
量
や
技
術
や
意

欲
を
高
め
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
と
、
地
域
に
「
労
山
」
を
広

め
よ
う
と
佐
世
保
に
行
き
、
島
原
に

行
き
、東
彼
町
や
、多
良
見
町
に
行
き
、

仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
１３
年
目
に

は
１８
労
山
６
０
０
名
を
超
す
ま
で
に

な
り
、
全
国
で
も
会
員
数
が
第
５
位

に
な
っ
た
時
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の

西
の
果
て
長
崎
で
嬉
し
か
っ
た
。

　

２０
周
年
目
に
は
、
初
め
て
海
外
に

目
を
向
け
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
企
画

し
た
。
目
標
は
ラ
ン
タ
ン
ヒ
マ
ー
ル

の
ラ
ン
シ
サ
リ
（
６
４
７
０
ｍ
）
で
、

１０
名
の
隊
員
が
挑
戦
し
た
の
で
あ
る
。

１０
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

こ
の
山
は
す
で
に
２
回
登
ら
れ
て

い
た
の
で
、
私
た
ち
は
別
の
ル
ー
ト

を
研
究
し
挑
戦
し
た
が
、
こ
の
季
節

は
ど
う
し
た
訳
か
豪
雪
に
苦
し
め
ら

れ
登
頂
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
次
に

続
く
者
に
は
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

あ
と
２２
年
目
に
全
国
連
盟
の
高
所

登
山
学
校
に
川
原
慶
紀
氏
が
参
加
、

近
藤
隊
長
の
指
導
で
シ
シ
ャ
パ
ン
マ

と
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
８
０
０
０
ｍ
２

座
に
登
頂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
長
崎
県
労
山
の
誇
り
で
す
。

　

さ
て
長
崎
県
労
山
は
「
平
和
な
く

し
て
登
山
な
し
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、

平
和
行
進
や
平
和
登
山
を
行
っ
て
き

た
。
平
和
は
何
よ
り
大
切
だ
。

　

最
後
に
、
皆
が
力
を
合
わ
せ
て
、

登
山
文
化
の
創
造
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
ま
だ
ま
だ
長
崎
は
元
気
で
す
。

冬期南アルプスの北岳吊尾根を登る長崎県連パーティ（1981 年）
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　今回は、自由記述「要望・意見、取り

上げてほしい内容を教えてください」の

回答を紹介する（回答数１２４件）。自由記

述では、意見・要望とともに本誌への励

ましもいただいた。登山時報は本号で５４

５ 回目の発行となる。読者の求める誌面

と労山の機関誌としての役割、これらを

踏まえて今後の誌面づくりをすすめてい

きたい。　　　　　 （登山時報編集部）

アンケート概要
目　的：読者層の把握、誌面づくりに活か

すため
対象者：購読者、各クラブ・会で配布され

た見本誌を読んでいる方、全国役
員などすべての読者

期　間：2019 年 11 月 15 日～
　　　　2020 年 1 月 15 日
方　法：WEB 上での回答（google  form 入力

形式）、一部 FAX、郵送での回答

回　答：350 人

誌面で取り上げてほしい内容  （回答数＝ 350 ）
取り上げてほしい あってもいい 不要

山岳事故・遭難
登山技術・装備の情報

山・自然・登山者に関わる社会的な話題
登山と健康

山行記録
労山事故対策基金
会・クラブの活動

日本勤労者山岳連盟の方針・トピックス
自然科学に関する内容

歴史・文化・民俗
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

279 67
71

128
122

152
173

186
184

188
196 48

30
28
23
25
27
18

10
6
4

273
212
210

171
152

141
138
132

106

　
山
岳
事
故
・
遭
難

◇
遭
難
、
事
故
の
低
減
に
向
け
た
内
容
の

掲
載
が
最
も
大
事
。
専
門
委
員
会
活
動

報
告
の
遭
対
部
報
告
は
発
生
傾
向
を
簡

単
に
羅ら

列れ
つ

し
て
い
る
が
、
毎
号
、
具
体

的
な
事
故
事
例
を
少
し
詳
し
く
紹
介
し

た
ら
い
い
。
地
方
連
盟
で
は
事
故
事
例

の
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
事
故
に
は

同
様
な
事
例
が
多
い
と
思
う
が
、
そ
れ

で
も
紹
介
し
て
い
い
と
思
う
。

◇
遭
難
事
例
・
対
策
・
結
果
に
つ
い
て
、

特
集
号
を
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。
別
冊

で
も
結
構
。

◇
注
意
喚
起
の
意
味
も
含
め
て
、
時
節
に

あ
っ
た
事
故
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
ほ

し
い
。

　

山
々
の
情
報

◇
地
域
ご
と
の
山
特
集
な
ど
も
い
い
。
た

と
え
ば
、
穴
場
的
な
山
、
俺
ら
が
山
的

な
紹
介
。

◇
最
近
、
西
と
東
の
低
山
ハ
イ
ク
の
ペ
ー

ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ー
な
山
を

参
考
に
し
て
い
る
の
で
、
国
内
の
ユ

ニ
ー
ク
な
山
行
記
録
が
ほ
し
い
。

◇
地
方
の
里
山
的
な
山
の
情
報
、
マ
イ

ナ
ー
な
山
行
記
録
が
ひ
と
月
に
ひ
と
山

は
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

◇
国
内
の
ア
ル
プ
ス
山
行
記
録
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
載
せ
て
ほ
し

い
。

　

登
山
と
健
康
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

◇
最
新
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
視
点
か
ら
見

た
登
山
を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。
具
体

的
に
は
、
よ
り
高
度
な
登
山
や
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
を
目
指
す
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
、
高
齢
に
な
っ
て
も
登
り
続
け

る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
、
山
で

の
体
調
管
理
な
ど
。

◇
昔
の
よ
う
な
高
所
登
山
や
高
難
度
の
登

山
は
減
り
つ
つ
あ
る
。
今
や
登
山
の
要

求
は
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
高
齢
者
が
中
心
。「
健
康
登

山
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

記
事
を
望
む
。

　

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

◇
登
山
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
リ
が

あ
る
。
会
で
も
講
習
会
を
行
っ
て
お
り

結
構
好
評
だ
。
登
山
届
や
地
図
な
ど
ア

プ
リ
が
利
用
で
き
、
便
利
な
ツ
ー
ル
だ

と
思
う
。
ス
マ
ホ
地
図
ア
プ
リ
の
最
新

情
報
を
適
宜
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

◇
２
０
１
７
年
に
掲
載
さ
れ
た
「
ス
マ
ホ

を
登
山
用
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
し
て
使
お
う
」は
、

（5 月号から続く）
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読者回答の一部を編集して紹介

購
読
で
は
な
い
会
員
に
も
紹
介
し
た
。

◇
ハ
イ
キ
ン
グ
で
も
道
迷
い
が
多
い
が
、

高
齢
の
方
に
は
ア
プ
リ
に
弱
い
人
も
多

い
。
地
図
ア
プ
リ
の
使
い
方
を
紹
介
す

る
企
画
が
あ
れ
ば
よ
い
。

◇
会
員
が
増
加
し
て
い
る
元
気
な
会
の
紹

介
や
、
会
員
の
高
齢
化
対
策
な
ど
を
中

心
に
誌
面
構
成
し
て
ほ
し
い
。

→
掲
載
を
試
み
た
こ
と
は
あ
る
が
、
意
図

し
た
通
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
取
材

体
制
も
限
ら
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
記

事
の
作
成
（
取
材
）
は
地
方
連
盟
の
力

を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
投
書
の
コ
ー
ナ
ー
を
毎
回
作
っ
て
ほ
し

い
。
内
容
を
検
閲
せ
ず
、
登
山
時
報
や

労
山
に
批
判
的
な
も
の
も
載
せ
て
ほ
し

い
。

→
投
書
欄
を
毎
回
つ
く
る
ほ
ど
の
投
書

が
な
い
の
で
、
年
に
１
回
な
ど
ま
と
め

て
掲
載
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
読
者
の
批
判
的
な
投
書
も
掲
載

し
て
い
る
。
幸
い
に
登
山
時
報
や
労
山

に
批
判
的
な
投
書
は
な
い
。

◇
労
山
連
盟
の
活
動
報
告
や
討
議
事
項
、

お
知
ら
せ
な
ど
は
登
山
時
報
か
ら
切
り

離
し
て
無
料
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
発
信

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
山
域
や
登
山
技

術
の
情
報
は
専
門
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
任

せ
、
会
運
営
な
ど
の
身
近
な
情
報
が
ほ

し
い
。

→
労
山
は
４
媒
体（
登
山
時
報
、公
式
ホ
ー

◇
多
く
の
記
事
が
２
ペ
ー
ジ
ど
ま
り
だ

が
、
掘
り
下
げ
て
論
じ
る
に
は
も
う
少

し
紙
幅
が
ほ
し
い
場
合
も
あ
る
。
詳
論

が
あ
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を

表
示
し
て
あ
る
と
い
い
。

→
（
編
集
部
）
内
容
に
よ
っ
て
は
３
ペ
ー

ジ
以
上
を
割
い
た
り
、
連
載
に
し
た
り

し
て
い
る
。
本
文
４０
ペ
ー
ジ
で
多
様
な

内
容
を
掲
載
す
る
の
で
難
し
い
面
は
あ

る
が
、
テ
ー
マ
や
書
き
手
に
よ
っ
て
も

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
詳
論
、
参
考
資

料
と
の
リ
ン
ク
は
検
討
す
る
。

ム
ペ
ー
ジ
、
全
国
連
盟
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー

ス
、
労
山
ニ
ュ
ー
ス
）
で
情
報
発
信
を

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
効
果
的
に

使
い
分
け
て
い
き
た
い
。

◇
リ
ニ
ア
問
題
を
継
続
し
て
取
り
上
げ
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
で
、
１１

月
号
「
ふ
み
あ
と
」
リ
ニ
ア
を
取
り
上

げ
た
内
容
は
、
諸
所
に
「
某
政
党
」
の

に
お
い
が
す
る
。
ま
た
、
最
近
は
労
山

と
し
て
の
政
治
問
題
が
少
な
い
こ
と
は

良
い
こ
と
、
理
念
先
行
の
記
事
は
拒
否

反
応
が
あ
る
。

→
労
山
は
登
山
団
体
で
あ
り
、
会
員
の
中

に
も
色
ん
な
考
え
方
の
人
が
い
る
。
だ

か
ら
極
力
、
政
治
的
な
記
事
は
掲
載
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
個
人
の
考
え
方

ま
で
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
書

き
手
側
の
表
現
の
自
由
は
あ
る
と
考
え

る
。

◇
海
外
の
登
山
記
事
は
自
分
に
は
雲
の
上

の
話
な
の
で
あ
ま
り
関
心
が
あ
り
ま
せ

ん
。
も
っ
と
身
近
な
山
行
記
録
等
を
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
。

→
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
、
身
近
な
山
行

記
録
も
意
識
し
て
取
り
上
げ
て
ゆ
く
。

２
０
１
９
年
に
は
３
３
０
件
の
労
山
の

パ
ー
テ
ィ
が
海
外
山
行
に
出
か
け
て
い

る
。
他
の
山
岳
団
体
と
比
較
し
て
海
外

登
山
が
多
く
て
活
発
だ
。

◇
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
に
抗
う
こ
と
は
難
し

い
、
で
も
紙
媒
体
は
捨
て
が
た
い
。
手

元
で
ゆ
っ
く
り
読
む
こ
と
が
で
き
て
理

解
で
き
る
内
容
が
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ

ホ
で
は
ペ
ー
ジ
め
く
り
が
疲
れ
る
。

◇
労
山
会
員
限
定
で
登
山
時
報
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の

無
償
配
信
を
希
望
す
る
。
ま
た
、
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
無
料
公

開
し
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
が
ネ
ッ
ト
検

索
さ
れ
る
と
労
山
の
宣
伝
に
も
な
り
登

山
者
に
も
役
立
つ
。

→
今
年
か
ら
登
山
時
報
は
紙
媒
体
と
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
の
２
本
建
て
が
始
ま
る
。
こ
の
一

年
は
ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
は

無
料
で
公
開
し
（
紙
媒
体
よ
り
は
数
か

月
遅
れ
で
）、
来
年
以
降
の
デ
ジ
タ
ル

版
の
価
格
を
検
討
す
る
。
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
の
ウ
ェ
ブ
公
開
は
、
執
筆
者
へ
の

了
承
等
の
課
題
が
あ
る
が
、
現
在
に
も

役
立
つ
記
事
、
貴
重
な
内
容
も
あ
る
の

で
、
労
山
の
財
産
と
し
て
活
用
を
検
討

す
る
。
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半
島
に
あ
る
が
、
中
部
山
岳
周
辺
は

太
平
洋
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
朝
か
ら
合
戦
尾
根
を

登
り
１０
時
頃
燕
岳
に
着
い
た
が
、
既

に
雲
が
し
き
り
に
湧
い
て
は
消
え
と

い
う
状
態
で
、
槍
ヶ
岳
が
見
え
隠
れ

し
て
い
た
。
大
天
井
岳
へ
の
縦
走
路

に
入
る
と
、
吹
き
上
が
る
霧
の
量
が

増
え
頭
上
の
雲
も
増
え
て
き
た
が
、

鞍
部
で
は
槍
ヶ
岳
が
ま
だ
見
え
て
お

り
吹
き
上
が
る
霧
も
稜
線
を
越
す
と

谷
間
に
消
え
て
い
く
感
じ
だ
っ
た
の

で
何
と
か
持
ち
こ
た
え
る
か
と
思
っ

た
が
、
頂
上
を
巻
く
頃
に
小
雨
が
降

り
始
め
、
大
天
荘
に
飛
び
込
む
と
間

も
な
く
豪
雨
に
な
っ
た
。

　

小
屋
で
聞
く
と
実
は
大
天
井
岳
の

夏の雷
  ─下界と上空の気温差がカギ

　
屋
外
で
絶
対
安
全
は
な
い

　
雷
に
遭
遇
し
た
と
き
の
心
得

　

夏
山
の
天
気
で
気
に
な
る
の
は
雷

だ
。
落
雷
は
実
は
あ
り
ふ
れ
た
現
象

で
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
日
本
の
年

間
落
雷
数
は
、
年
に
よ
っ
て
大
き
な

差
が
あ
る
が
、
数
十
万
発
で
、
百
万

発
以
上
を
超
え
る
年
も
あ
る
。
そ
の

う
ち
人
に
被
害
を
及
ぼ
す
も
の
は
わ

ず
か
だ
が
、
も
し
被
雷
す
れ
ば
命
の

危
険
も
あ
る
。
ま
ず
、
最
初
に

雷
に
遭
遇
し
た
と
き
の
心
得
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。

・
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
ら
危
険
域

な
の
で
、
退
避
を
意
識
す
る
。

・
山
小
屋
の
中
は
安
全
だ
が
屋

外
で
絶
対
安
全
は
な
い
。
壁
の

な
い
東
屋
は
危
険
大
。
テ
ン
ト

も
危
険
。

・
姿
勢
を
で
き
る
だ
け
低
く
両

足
を
揃
え
て
し
ゃ
が
む
。
山
頂

や
岩
場
は
極
力
避
け
る
。
広
い

場
所
も
危
険
大
。

・
樹
木
（
高
さ
５
ｍ
以
上
）
の

近
く
で
は
樹
の
先
端
を
４５
度
以

上
の
角
度
で
見
上
げ
る
範
囲
で
、
か

つ
幹
や
枝
か
ら
４
ｍ
以
上
離
れ
て

し
ゃ
が
む
。
雨
を
避
け
る
た
め
幹
に

近
づ
く
こ
と
は
危
険
。

　

特
に
最
後
の
点
が
要
注
意
で
、
急

に
降
り
出
し
た
に
わ
か
雨
を
避
け
る

た
め
樹
の
下
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
雷

に
撃
た
れ
る
事
故
が
多
い
。
樹
に
近

づ
き
過
ぎ
る
と
樹
に
落
ち
た
雷
が
人

間
に
飛
び
火
す
る
の
で
危
険
だ
。

　
積
乱
雲
が
で
き
て
十
数
分
で
雷

　

雷
を
起
こ
す
の
は
積
乱
雲
だ

が
、
積
乱
雲
の
特
徴
は
発
生
・
発

達
が
急
な
こ
と
と
局
地
的
で
あ
る

こ
と
だ
。
雲
が
発
生
し
は
じ
め
、

十
数
分
で
雨
が
降
り
だ
し
雷
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
今
で
は
山
行
中

で
も
携
帯
端
末
で
気
象
レ
ー
ダ
ー

画
像
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
が
、
通

常
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
で
捕
捉
で
き

る
の
は
雨
粒
な
の
で
、
積
乱
雲
が

移
動
し
て
く
る
場
合
は
と
も
か
く
、

雨
粒
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
発
達

前
の
雲
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
雷

予
想
の
ア
プ
リ
も
あ
る
が
、
現
地
の

状
況
判
断
が
大
事
だ
。

　

私
は
昨
夏
に
北
ア
ル
プ
ス
表
銀
座

コ
ー
ス
を
テ
ン
ト
２
泊
３
日
で
縦
走

し
た
が
、
初
日
は
大
天
井
岳
の
小
屋

に
到
着
直
後
に
雷
雨
、
２
日
目
は
北

ア
東
山
麓
の
安
曇
野
で
積
乱
雲
発

生
、
３
日
目
は
上
高
地
の
南
の
方
で

雷
と
３
日
連
続
で
雷
が
あ
っ
た
。
今

回
は
そ
の
状
況
を
報
告
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
縦
走
初
日
の
８
月
７
日
の

天
気
図
を
確
認
し
よ
う
（
図
１
参

照
）。
前
日
に
九
州
に
上
陸
し
た
台

風
が
熱
帯
低
気
圧
に
弱
ま
っ
て
朝
鮮

第 5 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

図 1　2019 年 8 月 7 日 9 時の天気図
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図 2　縦走中の輪島上空の気温

オ
気
象
通
報
が
２
０
１
４
年
に
廃
止

に
な
っ
た
後
は
、
高
度
７
０
０
ヘ
ク

ト
パ
ス
カ
ル
（
約
３
０
０
０
ｍ
）
で

気
温
１０
・
５
℃
以
下
を
目
安
に
し
て

い
た
が
、
最
近
で
は
も
っ
と
気
温
が

高
い
と
き
で
も
雷
が
多
い
。
今
回
縦

走
路
か
ら
最
も
近
い
輪
島
の
高
層
気

象
観
測
デ
ー
タ
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　

図
２
を
み
る
と
、
高
度
７
０
０
ヘ

ク
ト
パ
ス
カ
ル
（
約
３
０
０
０
ｍ
）

の
気
温
は
１１
～
１２
℃
と
高
か
っ
た
。

し
か
し
、
さ
ら
に
上
空
の
高
度
５
０

南
側
で
積
乱
雲
の
気
配
が
あ
っ
た
ら

し
い
。
朝
か
ら
霧
の
吹
き
上
げ
が
多

い
日
は
雷
の
注
意
日
と
い
う
基
本

が
、
や
は
り
大
事
だ
っ
た
わ
け
だ
。

強
雨
は
そ
の
後
３
時
間
ほ
ど
続
き
、

そ
れ
か
ら
テ
ン
ト
を
張
っ
た
が
雨
上

が
り
の
虹
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

積
乱
雲
は
強
い
上
昇
気
流
で
発
生

す
る
が
、
上
昇
気
流
は
下
界
と
上
空

の
気
温
差
が
大
き
い
と
発
生
し
や
す

い
。
山
の
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
方
は「
朝

６
時
の
静
岡
県
御
前
崎
と
富
士
山
頂

の
気
温
差
が
２５
℃
以
上
な
ら

雷
」
と
い
う
経
験
則
を
知
っ

て
い
る
方
も
多
い
と
思
う

が
、
私
も
山
で
は
朝
の
ラ
ジ

オ
気
象
通
報
で
御
前
崎
と
富

士
山
の
気
温
を
聞
く
の
を
日

課
に
し
て
い
た
。
朝
の
ラ
ジ

０
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
（
約
５
８
０
０

ｍ
）
で
は
気
温
が
微
妙
に
低
く
、
そ

の
微
妙
な
寒
気
の
た
め
雷
雲
が
発
生

し
や
す
い
条
件
だ
っ
た
よ
う
だ
。
夏

の
雷
雲
は
微
妙
な
気
温
の
バ
ラ
ン
ス

で
発
生
す
る
が
、
最
近
は
真
夏
日
や

猛
暑
日
が
増
え
地
上
の
気
温
が
高
く

な
り
、
さ
ら
に
際
ど
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
微
妙
な
寒
気
を

観
天
望
気
で
察
知
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
実
は
縦
走
２
日
目

の
空
に
は
左
の
写
真
の
よ
う
な
高
い

雲
が
出
た
。
大
き
さ
は
小
さ
い
が
秋

の
い
わ
し
雲
に
似
た
感
じ
の
雲
だ
。

寒
気
が
あ
る
と
上
空
の
状
態
は
秋
に

似
る
の
で
、
秋
の
雲
に
似
た
雲
が
出

や
す
い
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

殺
生
小
屋
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
槍
ヶ

岳
に
登
る
と

常
念
岳
や
後

立
山
連
峰
の

向
こ
う
で
入

道
雲
が
発
達

す
る
の
が
見

え
て
い
た
。

燕岳大天井岳の鞍部の状況

2 日目に現れたいわし雲に似た高い雲
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カモシカスポーツ

　

中
央
道
諏
訪
南
Ｉ
Ｃ
を
下
り

て
か
ら
登
山
口
ま
で
は
近
く
（
車

で
１０
分
弱
）、「
ゴ
ン
ド
ラ
す
ず

ら
ん
」
を
使
え
ば
山
頂
ま
で
１

時
間
程
の
入
笠
山
（
冬
に
な
る

と
「
冨
士
見
パ
ノ
ラ
マ
ス
キ
ー

場
」
と
な
り
、
中
央
道
か
ら
は

そ
の
山
肌
に
白
い
ゲ
レ
ン
デ
を

望
め
ま
す
）。
小
さ
な
子
ど
も
と
も
歩
き

や
す
そ
う
だ
な
、
と
か
ね
て
よ
り
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
川
崎
市
の
自
宅
を
出
発
…

し
た
も
の
の
、
土
曜
朝
と
あ
り
、
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
、
さ
ら
に
空
は
怪
し
い

雲
行
き
…
。
到
着
時
間
が
遅
れ
た
上
、

登
山
口
に
着
い
た
途
端
に
雨
が
。
山
麓

駅
付
近
で
し
ば
し
雨
宿
り
で
す
。
ベ
ビ
ー

キ
ャ
リ
ー
の
レ
イ
ン
カ
バ
ー
等
雨
対
策

は
し
て
い
た
も
の
の
、
乳
幼
児
連
れ
で

悪
天
候
の
中
の
行
動
は
、
安
全
面
で
も

避
け
た
い
と
こ
ろ
。

　

た
だ
、
通
り
雨
っ
ぽ
か
っ
た
の
で
、

と
り
あ
え
ず
ゴ
ン
ド
ラ
で
上
が
っ
て
み

る
こ
と
に
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
七
瀬
か
ら
「
お
な
か
す
い
た
ー
」

と
の
声
が
。
ゴ
ン
ド
ラ
山
頂
駅
到
着

後
、
無
料
休
憩
所
で
、
途
中
で
購
入
し

た
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
等
で
昼
食
。

峻
は
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
式
の
離
乳
食
を

ス
プ
ー
ン
で
食
べ
さ
せ
ま
し
た
。
峻
は

お
む
つ
替
え
、
七
瀬
の
ト
イ
レ
へ
の
付

き
添
い
、
防
寒
＆
雨
対
策
で
色
々
着
せ
、

ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ
ー
に
乗
せ
…
こ
ど
も
の

世
話
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

さ
い
わ
い
、
昼
食
が
終
わ
る
頃
、
小

雨
に
。
昼
過
ぎ
に
な
っ
て
、
や
っ
と
歩

き
始
め
で
す
。
ニ
ホ
ン
ス
ズ
ラ
ン
が
咲

き
か
け
、
雨
上
が
り
で
雰
囲
気
の
あ
る

入
笠
湿
原
を
歩
き
、
七
瀬
は
、
始
め
は

「
こ
れ
は
ぼ
う
け
ん
だ
ね
」
と
張
り
切
っ

て
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
日
の
保
育

園
生
活
で
昼
食
後
と
い
え
ば
お
昼
寝
の

時
間
。
集
中
力
は
続
か
ず「
つ
か
れ
た
ー
」

を
連
発
し
始
め
ま
し
た
。

　

山
頂
ま
で
行
か
ず
、
入
笠
花
畑
あ
た

り
で
引
き
返
す
こ
と
に
。
山
野
草
公
園

を
散
策
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
で
降
り
る
前
に

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
、
休
憩
し
て

い
る
と
一
瞬
、
雲
が
晴
れ
、
青
空
が
！

　

そ
し
て
八
ヶ
岳
も
姿
を
現
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
ど
も
の
世
話
に
も
時
間
が
か
か
り
、

そ
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
と
、
な

か
な
か
計
画
通
り
と
は
い
か
な
い
で
す

が
、
雨
上
が
り
な
ら
で
は
の
景
色
が
楽

し
め
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

2019 年 6 月
長野県諏訪郡富士見町入笠山

（散策のみ／ゴンドラ山頂駅 1780 ｍ）

七瀬　3 歳 11 カ月
  峻　 0 歳 11 カ月

タイム◎（雨のためしばらく駐車場で
待機）～ 12：30 頃ロープウェイ山麓駅
～ 12：45 ロープウェイ山頂駅～（昼食）
～ 13：30 歩き始め～ 13：40 入笠湿原
～ 13：50 遊歩道入り口～ 14：00 入笠
花畑前～ 14：10 入笠湿原～ 14：20 ロー
プウェー山頂駅近くの山野草園～ 14：
45 ソフトクリーム休憩～ 15：00 過ぎ
　ロープウェーで下山

参考◎『山と高原地図　北岳・甲斐駒』（昭文社）

武井真理

七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.37

ゴンドラで移動
ゴンドラで移動

山野草公園を散策。マイズルソ
ウやエンレイソウ等高山植物が
咲いていました

一瞬の晴れ間！
一瞬の晴れ間！

雨上がりの入雨上がりの入
笠湿原。この笠湿原。この
時は元気いっ時は元気いっ
ぱい…でも集ぱい…でも集
中力続かず中力続かず

ソフトクリーム休憩

ソフトクリーム休憩

できるかな？
できるかな？

　　　行ってみよう！

　　　行ってみよう！

※入笠山のゴンドラは 2020 年は 6 月 1 日より営業開始ですが、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、営業
時間短縮やゴンドラの人数制限等あるようです。また、都道府県をまたぐ移動等、最新の状況にご注意ください。
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14
日　

遭
難
対
策
部
会

同
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

19
日　

三
役
会
議

同
日　

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

同
日　

組
織
部
会

25
日　

自
然
保
護
委
員
会　

26
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

28
日　

第
3
回
理
事
会　
　

　

第
3
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
6
月
以
降
の
会
議
等
の
日
程
変
更
に
つ
い
て

・
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
理
事
国
会
議
は
中
止
（
当

初
予
定
6
月
19
日
）

・
6
月
25
日　

第
4
回
全
国
理
事
会
（
当
初
予

定
6
月
20
日
か
ら
変
更
）

・
11
月
14
日　

創
立
60
周
年
記
念
行
事
（
当
初

予
定
6
月
21
日
か
ら
変
更
）

・
11
月
15
日　

全
国
労
山
基
金
担
当
者
会
議

（
当
初
予
定
6
月
20
～
21
日
か
ら
変
更
）

・
7
月
4
～
5
日　

全
国
遭
難
対
策
担
当
者
会

議
は
W
e
b
会
議
で
開
催
（
当
初
予
定
と
同

日
程
）

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会
の
新
規
設
立
に

つ
い
て

　

労
山
の
新
規
会
員
獲
得
の
た
め
、
全
国
的
な

活
動
内
容
や
労
山
基
金
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

③
コ
ロ
ナ
関
連
に
つ
い
て

　

地
方
連
盟
の
総
会
等
の
開
催
状
況
と
各
地
方

で
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
調
査
し
て
今
後
の
活

動
に
役
立
て
る
。

岩場は自粛して庭の木で登り返しの練習 今年の夏はすべての登山道が閉鎖となった富士山

延期のお知らせ
日本勤労者山岳連盟 創立 60 周年記念講演会
2020 年 11 月 14 日（土）13：00 ～ 17：00
神田明神ホール（東京都千代田区）にて
※当初予定 6 月 21 日から延期しました。講演内容、同日 18:00 ～

記念レセプション（ホテル東京ガーデンパレス）については変更
ありません。詳細は、全国連盟ホームページでご確認ください。
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2020 5

外
）
と
な
っ
た
。
４
つ
目
は
、
西
日

本
の
会
か
ら
の
申
請
で
よ
く
見
ら
れ

る
保
留
の
例
で
、
例
会
で
の
山
行
募

集
に
つ
き
山
行
計
画
書
が
な
い
ケ
ー

ス
だ
。
こ
れ
は
、
事
故
者
が
特
定
で

き
る
実
施
報
告
書
等
の
提
出
を
待
っ

て
承
認
（
交
付
）
す
る
。

　

委
員
会
で
は
、
次
に
、
第
６
回
全

国
基
金
担
当
者
会
議 

（
当
初
は
６
月

中
旬
を
予
定
。
秋
に
延
期
し
て
実
施

予
定
）
の
議
事
次
第
と
準
備
項
目
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
第
一
種

基
金
を
廃
止
す
る
場
合
の
変
更
条
項

と
そ
の
場
合
の
問
題
点
を
検
討
し
た
。

第
一
種
基
金
を
廃
止
し
た
場
合
は
、

当
然
、
会
か
ら
の
預
り
金
を
返
金
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
既
に
脱
退
し
た

会
に
つ
い
て
も
、
原
則
、
調
査
の
上

で
返
金
す
る
。
さ
ら
に
、中
国
ブ
ロ
ッ

ク
で
予
定
し
て
い
る
「
基
金
実
務
担

当
者
講
習
会
」
に
つ
い
て
は
、
１０
月

３
日
に
広
島
県
三
次
市
「
十
日
市
き

ん
さ
い
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。 

（
今
野
善
伸
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

〇
自
然
保
護
委
員
会

　
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い
た

　
行
動
を

　

世
界
中
に
猛
威
を
奮
う
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
、
日
本
で
も
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
５
月
末
に
は
、
医
療
従
事
者

の
方
々
の
懸
命
な
努
力
や
国
民
一
人
ひ

と
り
の
自
粛
に
よ
り
、
よ
う
や
く
宣
言

の
解
除
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
間
、
政

府
が
有
識
者
に
よ
る
科
学
的
知
見
を
基

に
冷
静
に
判
断
す
る
動
き
が
読
み
取
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
国
民
の
一
人
と
し
て

評
価
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
峙
す
る
上

で
、
デ
マ
や
風
評
に
流
さ
れ
ず
、
科
学

的
な
根
拠
に
基
づ
い
た
行
動
を
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
我
々
は
学
ん
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
を

破
壊
す
る
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
建
設
、
辺

野
古
で
の
軟
弱
地
盤
を
無
視
し
た
か
の

よ
う
な
基
地
建
設
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

再
利
用
？　

す
る
と
謳
う
「
も
ん
じ
ゅ
」

の
再
稼
働
な
ど
、
科
学
的
な
考
え
方
を

否
定
す
る
動
き
は
止
ま
っ
て
い
な
い
。

今
こ
そ
再
考
の
絶
好
の
機
会
だ
。

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　
交
付
申
請
の
審
議
結
果
の
報
告

　

全
国
連
盟
理
事
会
に
報
告
し
て
い

る
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
結
果
を

公
開
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た

の
で
、
４
月
２８
日
委
員
会
の
交
付
申

請
の
審
議
結
果
を
紹
介
す
る
。

　

申
請
件
数
は
２２
件
、
交
付
総
額
は

約
１
６
５
万
円
、
救
助
捜
索
交
付
は

２
件
で
約
７
・
７
万
円
、
救
援
交
付

は
０
件
だ
っ
た
。
３
倍
交
付
は
申
請

が
６
件
あ
っ
た
が
、
承
認
４
件
、
保

留
２
件
だ
っ
た
。

　

興
味
あ
る
の
が
、
ど
う
い
う
理
由

で
非
承
認
や
保
留
に
な
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
３
倍
交
付
が

保
留
と
な
っ
た
例
で
は
、
申
請
内
容

で
は
コ
ー
ス
タ
イ
ム
が
不
明
の
た
め

ル
ー
ト
図
を
要
求
し
て
再
審
査
を
行

う
ケ
ー
ス
、
疾
病
（
心
筋
梗
塞
）
に

よ
る
交
付
申
請
の
た
め
問
診
票
の
提

出
を
待
っ
て
再
審
査
を
行
う
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
別
の
例
で
は
、
労
山
を

す
で
に
脱
退
し
た
会
か
ら
交
付
申
請

が
あ
り
、
脱
退
し
た
会
に
申
請
の
権

利
は
な
い
た
め
不
承
認
（
審
査
対
象
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名
、
男
性
８
名
。
女
性
３
名
。
年
齢

構
成
は
、
２０
代
１
名
、
５０
代
３
名
、

６０
代
５
名
、
７０
代
２
名
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

〇
遭
難
対
策
部

　
岩
場
を
移
動
中
の
重
大
事
故

　

岩
場
を
移
動
す
る
際
に
滝
の
上
部

に
あ
る
沢
を
ト
ラ
バ
ー
ス
中
に

足
を
滑
ら
せ
、
そ
の
ま
ま
滝
下

の
谷
底
へ
転
落
す
る
事
故
が
発

生
。
緊
急
事
態
宣
言
中
で
死
亡

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

重
大
事
故
だ
っ
た
。

　

登
攀
中
の
移
動
で
発
生
し
た

内
容
で
あ
り
、
基
本
的
な
技
術

不
足
か
安
全
に
対
す
る
意
識
不

足
と
思
え
る
。
登
攀
で
の
リ
ス

ク
は
多
い
が
、
常
に
自
身
の
安

全
に
対
す
る
取
り
組
み
の
力
量

や
技
量
を
高
め
る
意
識
を
持
つ

事
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

４
月
９
日
か
ら
５
月
１４
日
ま

で
に
届
い
た
事
故
一
報
は
１１
件

１１
名
。
４
件
が
無
雪
期
登
山
、

４
件
が
積
雪
期
登
山
、
２
件
が

山
ス
キ
ー
、
１
件
が
登
攀
。
下

山
中
（
下
降
中
）
の
事
故
が
９

件
。
骨
折
が
５
名
。
足
首
と
膝

の
損
傷
が
３
名
。
凍
傷
、
腹
部

ダ
ニ
、
眼
球
白
目
損
傷
が
各
１

（
瀬
下
啓
司
／
全
国
自
然
保
護
委
員
）

〇
組
織
部

　
総
会
方
針
の
確
認
と
任
務
分
担

　

２
月
の
総
会
で
、
青
年
、
女
性
両

委
員
会
の
担
当
部
局
が
組
織
部
か
ら

事
務
局
に
移
っ
た
。
３
月
の
理
事
会

で
は
久
保
典
子
が
新
た
に
組
織
部
長

に
任
命
さ
れ
た
。
部
員
は
、
力
あ
る

経
験
豊
か
な
理
事
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
北
か
ら
、
道
央
の
山
本
裕
之
、

岩
手
の
渡
邉
健
治
、
埼
玉
の
若
手
委

員
の
柴
山
利
幸
、
東
京
の
田
上
千
俊
、

石
川
友
好
、
千
葉
の
山
本
尚
徳
、
香

川
の
阿
部
哲
也
、
石
川
の
浅
瀬
和
人
、

鹿
児
島
の
今
村
正
一
、
事
務
局
長
の

川
嶋
高
志
の
各
氏
で
総
勢
１１
名
だ
。

　

４
月
、
５
月
の
部
会
で
は
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
意
見
交
換
を
し
、
総
会

方
針
を
確
認
し
合
っ
た
。
３
月
か
ら

コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
の
各
地
方
連
盟

の
総
会
取
り
組
み
の
様
子
や
会
員
の

状
況
等
の
情
報
交
換
も
し
た
。
任
務

分
担
に
つ
い
て
も
話
し
あ
っ
た
。

（
久
保
典
子
／
全
国
組
織
部
長
）

事故発生日 地方連盟 山名 山行形態 傷病名
1 4/5 長野 爺ヶ岳 積雪期 凍傷 低温／強風 右親指
2 3/21 東京 南高尾 無積雪 転倒 前のめりに転倒 左橈骨尺骨遠位端骨折

3 3/29 兵庫 大池地獄谷 無積雪 足を滑らせ 石に指が当たる 左人差し指骨折

4 3/29 道央 美瑛岳 積雪期 滑落 アイゼン技術
右膝関節内側　側副
靭帯損傷

5 4/7 岡山 龍ノ口山 無積雪 虫・動植物 ダニに噛まれる ダニの切開
6 3/31 道央 旭岳 積雪期 滑落 足を滑らせ 右腸骨翼骨折
7 4/19 岡山 烏帽子岩山 登攀 転落 足を滑らせ 頭蓋骨陥没骨折
8 4/13 群馬 谷川岳 無積雪 雪面踏抜き 雪面の状況判断 捻挫
9 4/14 道東 野塚山 山スキー 転倒 雪に足をとられ 左膝前十字靭帯断裂
10 4/26 岐阜 荒鳥岳 積雪期 虫・動植物 枝を払って目に当たる 白目の外傷
11 3/25 東京 白馬岳 山スキー 転倒 後頭部より転倒 軸推骨折

事故原因
4 月 8 日から 5 月 14 日までに届いた事故一報

事故一報の受領順で掲載
軸椎骨折
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山行自粛「解除」とはいえ新型コロナウイルス感染の数値は、依然止まっていな
い。幸いスタッフの協力で本誌発行は通常通り維持されている。年内二次感染の
拡大は否定できない状況、企画等も各会のホームページを活用している。（橋口）

全国的に非常事態宣言が解除された。これでひとまず堂々と登山できる。とはいえ、
三密は避けねばならないし、山小屋の休業は 7 月まで続く。当然のことながら 3
～ 40 名でのバスハイクも検討の対象となる。各会、各県連での苦労は続く。（田上）

緊急事態宣言が解除。国や県から「出歩くな」とのお達し。趣味の温泉巡りも
できず、薪割に徹した。信州暮らし 15 年、例年より大いに進んだ。だが、何
歳まで続けられるか、体がきしむ。例の 10 万円では薪割機は買えない。（塩田）

何処へも出られず、何もできずの連日でストレスも増幅かと。近場の里山へタムシバ、
山ツツジ、九輪草、山芍薬の花を求め徘徊する日々。天女のようなオオヤマレンゲを見
つけたときは感動と別天地の心地であるが、帰宅と同時に束縛の社会に舞い戻り。（小倉）

秦・漢・梁・唐の故事から「これらは皆、旧主先皇の政にも従はず、楽しみを極め、
諫めをも思ひ入れず、天下の乱れんことを悟らずして、民間の愁ふるところを知
らざっしかば、久しからずして、亡じにし者どもなり」と。『祇園精舎』蘇る。（鈴木）

新型コロナウイルス問題は、日本国内はもちろん世界の動きの様々なことを見せてくれる。
興味深いのは、お国事情によってこんなに対応が異なるのか、社会や人々のそれぞれの違い
をあぶり出し絵のように見せてくれていることだ。今後も関心をもって観察したい。（今野）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、水野奈保美
　　　渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄、三浦偉俊
DTP・デザイン　来住真太

7月号　No.545　2020年6月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

創立 84 周年
日本山岳画協会の定例展が開催されます
会期：2020 年 7 月 5 日（日）～ 11 日（土）
　　 11：00 ～ 17：00（5 日は正午から、11 日は 16：00 まで）
会場：東京交通会館 B1 ゴールドサロン（東京都千代田区有楽町）

※同協会による展覧会「山に魅せられた画家達」は、大町山岳博物館（長
野県大町市　会期 7 月 12 日まで）、北アルプス展望美術館（長野県北
安曇郡　会期 8 月 30 日まで）で再開された。
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メコノプシス・クインツプネルヴィア
中国四川省黄龍五彩池　標高 3550m

　

黄
龍
は
九
寨
溝
と
共
に
、
１
９
９
２
年
中
国
で

初
め
て
世
界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
が
、
谷
底
の
入

り
口
か
ら
最
上
部
ま
で
標
高
差
約
５
０
０
ｍ
を
自

分
の
足
で
上
る
こ
と
に
な
る
。
途
中
、
石
灰
華
で

で
き
た
池
や
龍
の
鱗う

ろ
こ

に
似
た
黄
褐
色
の
岩
を
流
れ

る
滝
（
黄
龍
の
名
の
由
来
）
で
足
を
休
め
な
が
ら
、

木
の
階
段
を
延
々
と
登
る
。
２
時
間
後
、
五
彩
池

に
到
着
。
池
を
周
る
木
道
を
歩
き
、
花
を
探
す
。

木
道
わ
き
の
林
の
中
に
薄
紫
色
の
小
さ
な
花
を
見

つ
け
る
。
花
は
２
㎝
ほ
ど
で
半
開
き
、
丈
は
３５
㎝

ほ
ど
で
根
出
葉
の
上
に
す
っ
く
と
立
っ
て
い
る
。

メ
コ
ノ
プ
シ
ス
・
ク
イ
ン
ツ
プ
ネ
ル
ヴ
ィ
ア
で
あ

る
。
こ
の
舌
を
噛か

み
そ
う
な
名
の
青
い
ケ
シ
は
、

ロ
シ
ア
の
探
検
家
プ
ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
が
１
８

８
０
年
甘
粛
省
で
発
見
し
た
も
の
で
、
青
い
ケ
シ

の
中
で
最
北
限
に
咲
く
種
の
一
つ
だ
。
葉
と
平
行

に
５
本
（
ク
イ
ン
ツ
プ
）
の
葉
脈
（
ヴ
ィ
ア
）
が

あ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の

最
初
に
紹
介
し
た
赤
い
花
の
Ｍ
・
プ
ニ
ケ
ア
と
は

近
縁
で
、そ
れ
と
の
自
然
交
雑
種
（
Ｍ
・
ク
ー
ケ
イ
）

も
あ
る
。

　

黄
龍
で
は
木
道
か
ら
出
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
や
む
な
く
木
道
の
上
で
腹
ば
い
に
な
り
写

真
を
撮
っ
て
い
る
と
、
観
光
客
が
何
を
し
て
い
る

ん
だ
と
不
思
議
そ
う
に
眺
め
て
通
る
。
そ
し
て
、

傍
ら
に
置
い
て
い
た
交
換
レ
ン
ズ
が
い
つ
の
間
に

か
消
え
て
い
た
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─四川省編⑨─

日当たりの良い所では
全開する
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地
図
ア
プ
リ
を
使
っ
て
地
形
読
み
練
習

谷
の
出
合
い

　

今
年
１
～
３
月
号
の
地
図
読
み
迷

人
で
も
書
い
た
が
、
地
図
ア
プ
リ
を

使
っ
て
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
合

で
も
等
高
線
か
ら
地
形
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
と
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
で
き
る
。
今
回
か
ら
３

回
は
、
そ
の
地
図
ア
プ
リ
を
使
っ
て

等
高
線
か
ら
地
形
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

練
習
を
し
て
い
こ
う
。
今
回
は
谷
の

出
合
い
。
谷
の
出
合
い
は
谷
底
を
歩

い
て
い
る
と
き
に
見
つ
け
や
す
く
、

ま
た
迷
い
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

る
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
す

る
機
会
が
多
い
。
ア
プ
リ
は
「
ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
カ
」
を
使
い
な
が
ら
進
め

る
の
で
、
ぜ
ひ
操
作
し
な
が
ら
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
ず
、
図
１
の
よ
う
に
画
面
上
部

を
左
に
ス
ワ
イ
プ
し
、
出
て
く
る
検

索
窓
に「
３
５.

４
３
６
６ 

１
３
９.

１

３
３
３
」
と
入
力
し
て
検
索
す
る
（
注

１
）。
す
る
と
、
図
２
の
ａ
地
点
に
跳

ぶ
は
ず
だ
。

　

ａ
地
点
と
ｂ
地
点
は
川
の
合
流
地

点
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
川
が

合
流
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
場
所
が
谷
の
出
合
い
で
あ
る
こ
と

だ
。
こ
こ
ま
で
は
地
図
を
読
み
慣
れ
て

い
な
く
て
も
分
か
る
だ
ろ
う
。
次
に
、

等
高
線
の
パ
タ
ー
ン
も
見
て
み
よ
う
。

図
３
の
よ
う
に
等
高
線
の
曲
が
り
が

連
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
ま
ん
中
は

谷
か
尾
根
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

谷
な
の
か
尾
根
な
の
か
は
他
の
情
報

か
ら
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
最
初
は
ど
ち
ら
か
読
み
取
れ

な
く
て
も
構
わ
な
い
。
た
だ
、
ピ
ン

ク
の
線
に
沿
っ
て
川
の
記
号
が
描
か

れ
て
い
た
ら
谷
で
あ
る
こ
と
は
地
図

読
み
初
心
者
で
も
わ
か
る
だ
ろ
う
（
注

２
）。

　

ａ
、
ｂ
は
谷
の
出
合
い
な
の
で
、
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図1

図 2
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（
注
1
）
検
索
窓
に
「
緯
度
、半
角
ス
ペ
ー
ス
、

経
度
」
の
順
で
書
き
込
み
検
索
す
る

と
、そ
の
緯
度
経
度
の
場
所
に
跳
ぶ
。

（
注
2
）
紙
の
地
図
を
使
う
場
合
は
図
3
の
よ

う
な
地
形
が
尾
根
な
の
か
谷
な
の
か

地
図
か
ら
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
地
図
ア
プ
リ
で
は
現
在
地
が
示

さ
れ
る
た
め
、
現
在
地
周
辺
に
関
し

て
は
周
り
の
地
形
を
見
渡
す
こ
と
で

解
決
で
き
る
。
そ
の
際
、「
等
高
線

が
曲
が
る
方
向
が
逆
転
す
る
と
、
尾

根
／
谷
も
逆
転
す
る
」
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
お
く
と
便
利
だ
。
例
え
ば

図
7
の
よ
う
な
等
高
線
が
あ
っ
た
場

合
、
①
が
尾
根
な
ら
②
が
谷
、
③
が

尾
根
。②
が
尾
根
な
ら
①
と
③
は
谷
。

し
て
ほ
し
い
。
ぱ
っ
と
見
て
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
拡
大
し
て
よ
く
確
認
し

よ
う
（
図
５
参
照
）。

　

次
は
、
川
の
記
号
が
描
か
れ
て
い

な
い
谷
の
出
合
い
を
見
つ
け
て
み
よ

う
。
図
２
の
中
で
登
山
道
が
谷
の
出

合
い
を
２
回
通
っ
て
い
る
。
分
か
る

だ
ろ
う
か
。（
答
え
は
図
６

の
ｃ
と
ｄ
）

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
事

前
に
地
形
を
読
ん
で
お
い

て
、
実
際
に
歩
き
な
が
ら

そ
の
地
形
を
探
し
、
見
つ

け
た
ら
確
か
に
そ
の
場
所

に
い
る
こ
と
を
地
図
ア
プ

リ
で
確
認
し
よ
う
。
も
し

図
３
の
パ
タ
ー
ン
で
表
現
さ
れ
る
谷

が
合
流
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
は
ず

だ
。
そ
れ
が
図
４
の
パ
タ
ー
ン
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
図
４
の
パ
タ
ー
ン
は

尾
根
の
分
岐
点
の
こ
と
も
あ
る
。
ａ
、

ｂ
の
周
辺
も
よ
く
見
る
と
こ
の
よ
う

な
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
の
を
確
認

そ
の
地
形
が
見
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、

地
図
ア
プ
リ
を
使
っ
て
そ
の
場
所
ま

で
行
き
、
改
め
て
等
高
線
と
地
形
を

照
ら
し
合
わ
せ
る
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
場
所
に
行
っ
て

み
る
も
よ
し
、
他
の
場
所
で
似
た
よ

う
な
パ
タ
ー
ン
を
見
つ
け
て
行
っ
て

み
る
も
よ
し
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
。
川
の
記
号
が
な
い
場
所

で
、
行
っ
て
み
た
ら
尾
根
の
分
岐
だ
っ

た
！　

な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、「
あ
る
あ
る
」
な
の
で
凹

ん
で
は
い
け
な
い
。
そ
の
場
合
、
少

な
く
と
も
図
４
の
パ
タ
ー
ン
は
読
み

取
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

図3図 5

図 6

図 7

図 4
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和
食
昭
夫
／
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟 

会
長

　

ギ
リ
シ
ャ
と
い
え
ば
、

ま
ず
は
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
民
主
主
義
の
理
念
の

発
祥
の
地
、
ア
テ
ネ
の
ア

ク
ロ
ポ
リ
ス
、
そ
し
て
、

サ
ン
ト
リ
ー
ニ
、
ミ
コ
ノ

ス
な
ど
紺
碧
の
エ
ー
ゲ
海

と
真
っ
白
な
建
物
の
島
々
。

緑
の
少
な
い
山
肌
に
広
が

る
乾
燥
し
た
オ
リ
ー
ブ

畑
。
こ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
だ

が
、
今
回
の
私
た
ち
夫
婦
の
旅
で
は

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
を
体
験

し
た
。

　

首
都
ア
テ
ネ
か
ら
北
西
へ
４
５
０

㎞
、
ア
ル
バ
ニ
ア
国
境
に
近
い
イ
オ

ア
ニ
ナ
市
の
近
く
に
あ
る
ザ
ゴ
リ
地

域
。
こ
こ
に
は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に

世
界
一
深
い
谷
と
し
て
認
定
さ
れ
た

ヴ
ィ
コ
ス
渓
谷
も
あ
り
、
２
５
０
０

ｍ
級
の
山
や
川
と
緑
の
多
い
地
域
だ
。

こ
の
地
域
の
村
は
、
独
特
の
石
造
り

の
建
物
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
近

年
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
な
ど
の
隠
れ
た

人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
か
ら
人
が
訪
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

２
０
１
９
年
９
月
１７
日
か
ら
２７
日

の
旅
程
中
、
２４
日
に
ザ
ゴ
リ
地
域
で

川
沿
い
の
森
林
コ
ー
ス
の
ハ
イ
キ
ン

グ
を
計
画
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
日

本
人
観
光
客
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ

り
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

ア
テ
ネ
の
旅
行
会
社
に
は
地
図
も
資

料
も
な
い
。
現
地
イ
オ
ア
ニ
ア
の
ガ

イ
ド
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

情
報
と
、
数
少
な
い
日
本
人
の
訪
問

者
の
投
稿
記
事
を
頼
り
に
、
予
定
と

予
算
を
立
て
た
。
日
頃
、週
１
～
２
回
、

卓
球
は
や
っ
て
い
て
も
ハ
イ
キ
ン
グ

は
全
く
ご
無
沙
汰
。
体
力
的
に
も
不
安

を
感
じ
る
こ
の
頃
で
あ
り
、
余
裕
の

あ
る
日
程
と
現
地
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

ガ
イ
ド
付
き
と
し
た
。
結
果
的
に
は

こ
の
余
裕
が
役
立
っ
た
。
前
日
夜
か

ら
大
雨
と
激
し
い
雷
が
朝
ま
で
続
き
、

１
日
延
期
し
て
出
か
け
た
。

　

５
つ
の
石
橋
と
ザ
ゴ
リ
の
森

　

手
付
か
ず
の
自
然

　

当
日
は
、
真
っ
青
な
ギ
リ
シ
ャ
の
空
。

こ
れ
以
上
な
い
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
。

朝
８
時
に
ホ
テ
ル
を
出
て
、
私
た
ち

２
人
だ
け
を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

は
１
時
間
か
け
て
、
出
発
・
集
合
地

点
の
ピ
ー
キ
村
の
広
場
に
到
着
。
ガ

最初の石橋。18 世紀から 19 世紀にかけて熟練の石
工によって作られ、1970 年代初めまでは現役だった

アルバニア

マケドニア

ギリシャ

ブルガリア

メテオラメテオラ

カランバカカランバカ

イテアイテア
アテネアテネ

オリンピアオリンピア
ミケーネミケーネ

ザゴリ地域
ザゴリ地域
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イ
ド
の
バ
シ
リ
ス
さ
ん
と
合
流
し
た
。

　

今
回
は
、
５
つ
の
石
橋
と
ザ
ゴ
リ
の

森
を
訪
ね
る
コ
ー
ス
。
ザ
ゴ
リ
地
方

に
は
４６
の
小
さ
な
村
々
が
あ
り
、
石

橋
が
村
と
村
を
結
ぶ
大
切
な
道
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
キ
ー
ピ
村
を
出
発
し

ヴ
ォ
イ
ド
マ
テ
ィ
ス
川
に
沿
っ
て
歩

き
、
す
ぐ
に
一
番
目
の
石
橋
に
遭
遇
。

そ
の
後
は
、
川
か
ら
少
し
離
れ
、
上
り

下
り
の
あ
る
小
道
を
歩
き
、
野
生
の

花
や
ハ
ー
ブ
、
赤
く
実
っ
た
グ
ミ
や

野
生
の
イ
チ
ジ
ク
な
ど
を
見
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
歩
き
、
二
番
目
、
三
番

目
の
石
橋
を
巡
る
。
小
道
に
は
、
野

生
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
群
生
が
あ
っ
た

り
、
黄
色
の
サ
フ
ラ
ン
（
ク
ロ
ッ
カ

ス
）
が
咲
い
て
い

た
り
と
、
こ
の
エ

リ
ア
は
、
緑
と
水
、

奥
深
い
山
と
谷
、

手
付
か
ず
の
自
然

い
っ
ぱ
い
だ
。
バ

シ
リ
ス
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
熊
も
生
息

し
て
い
る
と
の
こ

と
。
実
際
に
コ
ー
ス
の
途
中
で
熊
の

糞
を
見
つ
け
て
教
え
て
く
れ
、
び
っ

く
り
し
た
。

　

四
つ
目
の
石
橋
で
小
休
止
し
て
、

五
つ
目
の
石
橋
ま
で
歩
く
。
バ
シ
リ

ス
さ
ん
は
３１
歳
。
彼
の
お
じ
い
さ
ん
は

１
０
２
歳
で
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
そ
う

だ
。
地
元
生
ま
れ
地
元
育
ち
、
こ
の

自
然
が
大
好
き
だ
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

石
橋
の
下
を
流
れ
る
川
に
は
、
雨

水
と
共
に
湧
き
水
も
注
い
で
い
て
、

と
て
も
透
明
度
が
あ
る
。
３
時
間
余

り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
疲
れ
も
そ
れ

な
り
だ
っ
た
が
、
バ
シ
リ
ス
さ
ん
の

気
遣
い
、
絶
景
と
豊
か
な
自
然
の
な

か
で
大
満
足
。
再
度
訪
れ
、
ヴ
ィ
コ

ス
渓
谷
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
。

◇ギリシャ旅行全般の旅行社
　（日本人スタッフ対応）
　アテネのマリソル・ツアー
　（MARISOL TOURS）
　E-mail：Marisol@travelling.gr
◇現地トレッキングガイド手配旅行社
　イオアニナのアルモニア・トラベル
　（ARMONIA TRAVEL）
　https://armoniatravel.gr/

この地域では、橋だけでなく民家や教会な
ども石造り。民宿もある

四つ目の石橋。ビュウ・ポイントでバシリ
スさんが撮ってくれた。（写真には入ってい
ないが）後方に 2500m 級の山々を望める

五つ目の石橋そばの岩壁がクライミ
ングのトレーニング場になっていた

清流には「自然のプール」もあり、夏なら泳げる

サフランは紫の花が多いが、黄色
い野生のサフラン（クロッカス）
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カ
リ
ガ
ン
ダ
キ
周
辺
の
河
川
敷
に

広
が
る
温
泉
郷
の
人
気
は
、
そ
の
豊

富
な
湯
量
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ブ
ル
ン
グ
温
泉
も
活
断
層
温
泉
と
は

思
え
ぬ
湯
量
に
圧
倒
さ
れ
る
。
世
界

的
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
ア
ン

ナ
プ
ル
ナ
Ⅰ
峰
（
８
０
９
１
ｍ
）
と

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅰ
峰
（
８
１
６
７
ｍ
）

に
挟
ま
れ
た
河
川
敷
に
温
泉
郷
が
存

在
し
て
い
る
。
他
の
温
泉
と
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
の
大
き
い
湯
槽
に
溢

れ
ん
ば
か
り
の
湯
殿
が
い
く
つ
も
あ

る
。

　

こ
こ
で
は
誰
も
が
、
自
然
か
ら
い

た
だ
く
恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
入
湯

し
、
疲
れ
た
身
体
を
癒
し
て
く
れ
る

湯
花
満
開
の
地
な
の
で
あ
る
。

　

河
口
慧
海
も
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
温
泉

　

こ
の
温
泉
郷
は
、
１
８
９
８
年
か

ら
１
９
１
５
年
に
か
け
て
二
回
の
苦

難
に
満
ち
た
チ
ベ
ッ
ト
行
き
を
完
遂

し
た
日
本
人
僧
侶
の
河
口
慧
海
が
歩

い
た
道
沿
い
に
あ
る
。
彼
は
西
蔵
仏

教
を
極
め
る
た
め
に
は
原
典
か
ら
学

初
め
て
潜
入
に
成
功
し
た
。
そ
ん
な

苦
難
に
満
ち
た
旅
を
続
け
た
慧
海
も

浸
か
っ
た
で
あ
ろ
う
浴
槽
か
ら
の
景

色
を
ぜ
ひ
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

タ
ト
パ
ニ
温
泉
か
ら
歩
い
て
３
分

　

ブ
ル
ン
グ
温
泉
は
、
観
光
客
も
よ

く
訪
れ
る
タ
ト
パ
ニ
温
泉
の
ロ
ッ
ジ

ぶ
以
外
に
な
い
と
考
え
、
本
山
の
あ

る
チ
ベ
ッ
ト
・
ラ
サ
行
き
を
決
行
し

た
の
で
あ
る
。
１
８
９
８
年
に
神
戸

港
を
出
発
し
、
当
時
鎖
国
下
に
あ
っ

た
チ
ベ
ッ
ト
に
潜
入
す
る
た
め
に
ラ

マ
僧
に
身
を
変
え
て
ダ
ー
ジ
リ
ン
で

チ
ベ
ッ
ト
語
を
学
ん
だ
。
カ
リ
ガ

ン
ダ
キ
を
北
上
し
な
が
ら
ド
ル
ポ
を

経
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
、
１
９
０

０
年
に
聖
都
ラ
サ
へ
日
本
人
と
し
て

か
ら
歩
い
て
３
分
ほ
ど
。
源
泉
は
摂

氏
６４
・
２
度
も
あ
る
が
、
バ
ス
タ
ブ

で
は
４３
・
７
度
の
適
温
に
調
節
さ
れ

て
い
る
の
で
、
身
体
が
浮
く
よ
う
な

感
覚
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

毎
晩
そ
の
日
の
湯
を
捨
て
入
れ
換
え

て
い
る
こ
と
か
ら
新
鮮
な
湯
に
浸
れ

る
と
評
判
の
良
い
湯
槽
な
の
で
あ
る
。

　

外
国
人
か
ら
は
湯
殿
の
管
理
費
と

し
て
１
５
０
ル
ピ
ー
の
入
湯
料
を
徴

収
し
て
い
る
の
で
、
銭
湯
並
み
の
設

備
が
揃
っ
て
い
る
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
締
め
括
り
に
湯
に

浸
れ
ば
、
疲
れ
を
洗
い
落
と
す
こ
と

が
で
き
回
復
の
効
果
は
間
違
い
な
い
。

石原裕一郎  杉並山の会／東京

ネパ－ル屈指の湯量を誇る温泉地

ブルング
タトパニ

カリガンダキ川

至 ジョムソム

至 ゴラパニ

至 ポカラ
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山の寄生花
石井光造

　

夏
に
な
っ
て
も
、
落
ち
葉
が
覆
っ
て
い

る
道
端
に
白
い
透
明
な
花
を
見
つ
け
て
、

驚
い
た
こ
と
は
意
外
と
多
い
。
ユ
ウ
レ
イ

タ
ケ
と
か
オ
バ
ケ
タ
ケ
と
も
い
わ
れ
る
ギ

ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
（
右
写
真
）。
寄

生
植
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
最
近

知
っ
た
こ
と
だ
が
、
繁
殖
を
手
伝
っ
て
い

る
の
が
山
に
棲す

む
ゴ
キ
ブ
リ
で
、
昆
虫
が

媒
介
す
る
の
は
珍
し
い
と
い
う
。
ギ
ン

リ
ョ
ウ
ソ
ウ
モ
ド
キ
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は

秋
に
透
明
な
花
を
見
せ
る
。

　

オ
バ
ケ
タ
ケ
が
開
い
た
よ
う
な
透
明
な

赤
い
シ
ョ
ウ
キ
ラ
ン
は
、
二
回
し
か
出

会
っ
て
い
な
い
（
中
写
真
）。
思
っ
た
よ

り
少
な
く
、
貴
重
な
花
で
、
こ
れ
も
寄
生

植
物
。
シ
ョ
ウ
キ
と
い
う
の
は
、
鍾し

ょ
う

馗き

様さ
ま

の
赤
顔
か
ら
の
名
ら
し
い
。
ラ
ン
科
植
物

だ
が
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
ツ
ツ
ジ
科
。

　

名
前
は
知
っ
て
い
た
が
、
会
っ
た
の
は

一
度
だ
け
と
い
う
の
が
、
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ

ル
（
左
写
真
）。
三
宅
島
の
雄
山
で
火
口

原
の
ス
ス
キ
の
根
元
に
咲
い
て
い
た
。
噴

火
で
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
。
形
が

南な
ん

蛮ば
ん

煙き

管せ
る

。
花
言
葉
は
「
物
思
う
」
で
、

秋
ら
し
い
が
、
三
種
と
も
七
月
か
ら
八
月

に
出
会
う
こ
と
が
多
い
。

vol.90

暖色・寒色を覚える

●空は一回で描きます。
雲は紙の色をそのま
まで表現します。

●白樺の木は「ダーマ
トの白」で描きます。
そうすると幹の様子
ができます。

●絵の中には「暖色」
「寒色」を入れましょ
う。暖色は「赤・オ
レンジ・黄色」。寒
色は「紫・青・青緑」
のイメージです。暖
色寒色暖色寒色とサ
ンドイッチのように
しましょう。

●人物や地平線は「3
分の 1」のところに
書くとバランスがい
いです。

●道は「つ」の字のよ
うに始まりのほうは
横にしてみると遠近
感がでます。

●ここがポイントをおぼえると
　絵がうまくなるよ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
山
の

世
界
は
も
ち
ろ
ん
全
世
界
の
様
相
を

一
変
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
、

７
月
号
が
読
ま
れ
る
時
期
に
は
最
初

の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
自

由
に
山
登
り
が
で
き
て
い
る
事
を
祈

り
ま
す
。（
近
場
の
日
帰
り
は
良
く

て
も
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
有
名
ど
こ

ろ
の
山
小
屋
な
ど
は
厳
し
い
か
も
な

あ
～
。
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
と
し
て

も
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
は
長
い
つ
き

あ
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
。）

　

山
に
も
行
き
づ
ら
い
中
、
良
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト

ド
ア
用
品
国
内
最
大
手
の
モ
ン
ベ
ル

社
の
辰
野
会
長
が
不
足
し
て
い
る
医

療
用
防
護
服
を
作
製
し
無
償
提
供
を

始
め
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
チ

ベ
ッ
ト
の
民
族
衣
装
を
ヒ
ン
ト
に
、

ひ
も
を
後
ろ
か
ら
肩
に
回
し
て
袈け

裟さ

が
け
に
結
び
、
後
ろ
に
手
を
回
さ
ず

と
も
着
脱
で
き
る
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
も
の
。
素
材
は
シ
ュ
ラ
フ
カ

バ
ー
用
の
透
湿
防
水
地
使
用
で
、
２０

回
程
の
再
利
用
が
で
き
る
と
い
う
登

山
家
な
ら
で
は
の
作
品
で
す
。
私
個

人
的
に
は
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
を
寄
付
す

る
程
度
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
同
じ
山
を
愛
す
る

者
と
し
て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

　

さ
て
６
月
、
７
月
に
な
れ
ば
少
し

は
山
へ
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

前
よ
り
は
行
き
づ
ら
い
で
し
ょ
う
か

ね
。
そ
こ
で
、
山
に
行
け
な
い
時
を

ど
う
過
ご
す
の
か
、
私
は
考
え
ま
し

た
…
…
。
今
後
の
た
め
山
の
計
画
を

色
々
と
立
て
て
み
る
な
ん
て
夢
が
ふ

く
ら
み
ま
せ
ん
か
？　

今
ま
で
の
写

真
整
理
な
ん
か
も
良
い
で
し
ょ
う
。

私
的
に
は
山
道
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
徹
底
的
に
や
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ

い
た
し
ま
す
。

　

例
え
ば
「
シ
ュ
ー
ズ
」
ア
ッ
パ
ー

（
本
体
）
は
も
ち
ろ
ん
、
靴
底
も
キ

レ
イ
に
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。「
イ
ン

ソ
ー
ル
」
だ
っ
て
引
き
抜
い
て
き
れ

い
に
し
て
ま
す
か
？　
「
折
り
た
た

み
型
の
ス
ト
ッ
ク
」
の
接
続
部
や

伸
縮
部
に
は
シ
リ
コ
ン
ス
プ
レ
ー
を

し
て
く
だ
さ
い
。「
雨
具
」
は
特
に

冬
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
汚
れ
て
な
い
か

ら
と
そ
の
ま
ま
で
は
？　

…
…
専
用

洗
剤
で
洗
い
、
撥は

っ
す
い水

処
理
も
忘
れ
ず

に
！

　

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
「
昭
文
社

の
山
地
図
」、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ま

だ
し
も
、
１０
年
、
２０
年
モ
ノ
、
ま
し

て
は
３０
年
モ
ノ
で
は
役
立
た
な
い
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
マ
ス
ク
し

て
本
屋
さ
ん
か
山
用
品
店
で
の
地
図

の
立
ち
読
み
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

中
身
が
何
点
か
変
わ
っ
て
い
た
ら
交

換
時
で
す
ぞ
。

　

そ
れ
な
り
に
山
に
関
し
て
、
町
で

も
で
き
る
事
は
色
々
と
あ
り
そ
う
で

す
ね
。

コロナ時代の山登り

222

元カモシカスポーツ本店店長

赤◯印部の接続部と伸縮部にシリコンス
プレーを少しするだけでかなりスムーズ
な動きになる。

1972、1994、2018 年の同地域の地図
だが、登山道などモロモロの内容がかな
り変化しているぞ。紙面上、中をお見せ
できないのが残念！　見ればビックリだ
よ。

当時テレビでも報道されていたのを見た
方々も多いのでは。「すばらしい～！！」
と思う。

モンベルの防護服提供の新聞記事

折りたたみ式のストックのメンテ

昭文社の山地図の新旧
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6 月 30 日（火）まで

WEB 応募
専用サイトは https://form.run/@photo-JWAF

応募方法

資格　労山会員
点数　一人 10 点まで
作品　合成は不可。データは 1000 万画素以上
期日　6 月 30 日必着

応募規定

採用数：表紙および 1 月〜 12 月の計 13 点　
　　　　※採用作品には謝礼をお支払いします
選考：小松由佳さん（フォトグラファー）

選考規定

郵送
CD-R 又は USB で送付。フィルムカメラでの作品はデータを CD-R 又は USB に入れるか、A4 サイ
ズのプリント写真で送付。氏名・所属会・住所・電話番号・メールアドレス、各作品名・被写体の
山名（山域）・撮影年月日を明記してください。
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 5-24　日本勤労者山岳連盟　
※返却を希望する場合は、返却先を記載して切手を貼った封筒を同封してください。

カレンダー仕様
B4 判・中綴じ二つ折り
※写真はヨコ位置、
　257mm × 364mm（最大寸法）内で使用

ネットから
手軽に
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